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研究要旨 

本研究は、①オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスク分析・アセスメントモデ

ルの作成のために、避難所運営を対象として研究した。国・地方自治体（都道府県）におけ

るリスクプロファイルの原案としては、オールハザードで対応が求められる避難所運営を

対象とすることが妥当であると考え、避難所運営を対象としてリスク分析とアセスメント

を行った。その結果、行政が体系的な公衆衛生リスクプロファイルの構築にあたり、優先す

べきハザード・脅威を特定し、適切な対策を講じる上での基礎資料を整理した。 

また、②平時から事案発生時にシームレスに稼働するインテリジェンス機能のために、災

害対応工程管理システム BOSS を提案した。本研究では、災害対応業務に着目し、47 種の災害

対応業務の全体像の把握、42 種の避難所運営業務を整理した。その結果、行政の災害対策本部

等におけるインテリジェンス機能の整備・構築に必要とされる要素としての災害対応業務

を明らかにした。また、インテリジェンス機能の効果的な運用を可能にする人的・物的リソ

ースの配備・デジタル社会に対応した技術活用のあり方を示した。さらに、災害対策本部機

能の拡充・効率化のために、避難所運営業務に関連する情報システムを調査し、今後研究開

発が必要とされる情報システムについての示唆を得た。 

 

Ａ．研究目的  

 

本研究では、①オールハザード・アプローチ

による公衆衛生リスク分析・アセスメントモ

デルの作成のために、避難所運営を対象とし

て研究した。国・地方自治体（都道府県）にお

けるリスクプロファイルの原案としては、オ

ールハザードで対応が求められる避難所運営

を対象とすることが妥当であると考え、避難

所運営を対象とした。また、避難所運営を取り

扱うにあたり、今後の首都直下地震や南海ト

ラフ巨大地震、近年の風水害の発生を考え、東

京都世田谷区を対象地域として選定すること

とした。 

また、②平時から事案発生時にシームレス

に稼働するインテリジェンス機能のために、災

害対応工程管理システム BOSS（Business 
Operation Support System）を提案した。BOSS
は、災害対応業務フローを図化することで、災害

対応の全体を体系的な視点でインテリジェンス

機能を備えたものである。そのため、リスク評価

から事案発生時の対応について、業務の進捗と

いう観点で担い手間でのコミュニケーションを

支えるものとなる。 
 
Ａ-1 背景 
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 2021年度、COVID-19が世界中を襲う中、人々

の意識や災害対策を含めた経済環境は劇的な変

化を遂げている。以前から進んでいた SDGs に

関わる動向などの世界的な潮流に加え、収束を

みないパンデミックが人々の関係性やライフス

タイルに大きな影響と変化を及ぼしている。そ

の変化は、災害対策においても、施策や生活者の

意識に大きなうねりをもたらす可能性が高い。

そこで、社会的な大転換期の只中にある現在の

状況を背景として整理し、感染症と自然災害の

複合災害やオールハザードにおける災害対策の

基礎情報の収集と調査を行うものとした。 
 

Ａ-2 COVID-19 がもたらしたもの 

 COVID-19 のパンデミックにより、日本国内

でも社会全体にデジタル化が浸透してきている。

AI や DX などが多様な領域に活用され始めた段

階で起こったこの傾向は、海外でより急激に加

速化しており、「2021 年度グローバル消費者ト

レンド」1)によると、パンデミック下で消費者の

３/４以上がオンラインでの新しい活動を開始し

たデータもある。 
災害対策の分野でもオンラインの活用は、熊

本市等のリモートによる災害対策本部の訓練 2)

やハイブリッド型 BCP 総合訓練、YouTube で

の防災知識のデマンド配信、大学や防災専門

Web サイトのオンラインセミナーなどで活発な

展開が見られ、IT を活用した災害対策の情報シ

ステムのみならず、人材養成や訓練、リモートで

の業務支援など幅広い活用に端緒を開いた。 
 一方で、感染力の高いオミクロン株の感染拡

大は、パンデミック下での事業継続、BCP の見

直しを多くの企業に求めた。このような先行き

の見えない状況において、企業のみならず中央

省庁などにもムーンショット（内閣府 3)）やバッ

クキャスト（環境省 4））の視点の導入や、アート

思考 5)などイノベーションを生むための創造性

に着眼した思考方法などがこれからの公共施策

や事業戦略のヒントとして注目されている状況

を生んでいる。 
また、企業の労務管理や観光事業のコンテン

ツ開発のキーワードとして、心身ともに健康で

幸福な状態を示す「ウェルビーイング」が頻出し

ている点も注目される。これは、COVID-19 に

より、フィジカル、メンタル両面からの生活者の

健康への意識に対応するものであり、働き方改

革にとどまらない、生活者を中心とした社会と

地域、企業との関係性の見直しを迫っている。テ

レワークの浸透による移住については、企業の

オフィス回帰もあり、国内全体を対象とすれば、

劇的な変化は起きていない。ただし、人口が集中

する一都三県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉

県）でみると、東京 23 区から湘南や外房など周

縁部への移住が増えている 6)。このことからも、

生活者に働き方や居住地を見直す意識が高まっ

ているといえ、災害対策においても地域と生活

者の新たな関係性に注目する必要がある。 
 

Ａ-3 企業を取り巻く環境と生活者意識の変

化 

2022 年 4 月に東京証券市場が再編された。こ

れは、日本国内の企業に対し、環境、社会、ガバ

ナンスに配慮した経営により持続可能性を高め、

永続的なリターンを求めるグローバルな投資家

を市場に呼び込むという狙いがある。そのため、

プライム市場に参加する企業には、財務情報に

加え、ESG 経営やサステナブル経営への非財務

情報の開示が必要となり、その指標や開示方法

の整備などが急務となっている。つまり、企業に

とって 2000 年代初頭までは環境や社会、ガバナ

ンスに対し、CSR などの部署が担い、企業評価

の一端にしかすぎなかったものが、経済効率性

とともに経営の中枢で検討、判断される 重要

テーマとなったわけである。 
このトレンドは世界的なパンデミックでも減

速することなく、むしろ、ウイルス拡散の要因と
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なった食肉処理場での劣悪な環境やワクチンの

配分の問題などへの注目で、ESG の中でもフォ

ーカスされにくかった S・社会課題解決の重要

性への認識が高まっている。図１の ESG 投資に

関連する債券の発行額 7)をみても、パンデミック

下の2020年11月時点でも増加率は高く、特に、

ソーシャルボンドは、ヨーロッパで 2019 年から

急激な増加を示している。 
 

 

図１ ESG 投資の債券発行額 
（出典：金融庁 サステナブルファイナンス有

識者会議 2021 年 1 月 21 日 参考資料） 
 

 企業を取り巻く環境の変化と並行して、生活

者の意識も変容している。前述の「2021 年度グ

ローバル消費者トレンド」のアンケート結果で

は、「商品購入時にソーシャルグッドな活動を行

う企業から購入する」とした回答が、国によって

２５％（平均１６％）にのぼった。日本でもその

意識の変容は、若い世代、特にデジタルネイティ

ブと呼ばれる Z 世代の消費動向にも表れており、

透明性と環境意識の高い企業からの購入方法と

して、D２C（Direct to Consumer）ブランドを

支持する傾向が生まれている。ＴＶＣＭを商品

ＣＭから脱炭素や環境への配慮などの取り組み

を示す企業 CM に切り替える企業が増加してい

ることからも、この傾向はＺ世代だけでなく、す

でに無視できない消費者の意識の変容として企

業が捉えていることを示している。これらの企

業を取り巻く環境は、災害対策という社会課題

解決に対しても企業を巻き込む追い風が吹いて

いるといえる。 
ここ数年の災害対策を取り巻く変化を背景と

して整理してきたが、ポイントを整理すると、大

きく４つの変化があるといえる。 
1) 密や接触を避けることで急速に進展した社

会的なデジタル化 
2) 不透明な時代に対する公共施策や事業戦略

における新たな視点、フレームワークの導

入 
3) ウェルビーイングにみられる個人や社会全

体の幸福への希求 
4) 企業の社会課題に対する姿勢や評価の変化 
 
そして、この変化に総じていえるのは、変化

の速さ、急激な変化ということである。 
 

Ａ-4 目的 

背景で整理したように、COVID-19 の影響に

より、人々の意識や暮らし、それを取り巻く社会、

経済環境は劇的に変化している。それらが変化

すれば、災害対策も当然変化する。パンデミック

の嵐が過ぎても、その変化は元に戻らない。 
感染症と自然災害の複合災害における基礎情

報の収集・調査では、社会状況の変化への対応と

その変化を捉えた複合災害への事前対策及びそ

の可能性の検証を目的に、災害対策の中で一番

脆弱で変化を受けやすい被災者、避難者への対

応の場となり、多くの災害対策の施策や業務の

アウトプットが帰結、影響する、指定避難所(以
下、特に表記の必要がない場合、避難所)を軸に

検証することとした。 
翻っていえば、オールハザード・アプローチに

よる公衆衛生リスク分析・アセスメントモデル

の作成のために、事前対策を中心とする共助の

在り方を考えるためにも、避難所を中心とした

地域コミュニティも含めた災害対策を検証する
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ことは有益である。これは、災害対策の第一義的

な役割を期待されている市区町村にとっては、

国・都道府県との関係も踏まえた事前対策の推

進に繋がると期待できる。 
 

Ｂ．研究方法 

 

本研究では、①オールハザード・アプローチに

よる公衆衛生リスク分析・アセスメントモデル

の作成のために、避難所運営を対象として、世田

谷区を事例として研究する。これは、感染症と自

然災害の複合災害における基礎情報の収集・調

査は、地域における被災者、避難者の支援につい

て、避難所運営を軸に検証する、ボトムアップに

よるアプローチである。全国に約 11 万か所とさ

れる避難所は、立地や運営主体者、施設の規模や

収容可能な避難者数など千差万別であり、それ

を一括りに検証を進めることは、課題を曖昧に

し、有効な解決の方向性を導くには至らない。そ

こで、首都直下地震や南海トラフ巨大地震、近年

の風水害のリスクを踏まえ、感染者数が も多

い東京都 23 区内の避難所から事例対象を設定

し、COVID-19 への対応を含めた取り組みの把

握と分析を行い、基礎情報の収集・調査を行う 
考察の手法としては、事例対象となる避難所

運営の COVID-19 感染拡大以前と以降の対応の

情報を収集し、複合災害に対する対応の可能性

を検証するとともに、パンデミックで劇的に変

化を遂げている情報のデジタル化の視点から、

避難所及び地域の避難生活者に関わる情報への

対応を、地域における災害対策の仕組み自体に

照らし、その可能性を検証する。 
また、②平時から事案発生時にシームレスに

稼働するインテリジェンス機能のために、災害

対応工程管理システム BOSS （ Business 
Operation Support System）を提案する。効果

的な災害対応を実現し，オールハザード・アプロ

ーチによるインテリジェンス機能を確立するた

めには、(1)災害対応業務フローの構築、(2)状況

把握するための情報収集・分析・共有と配信のた

めの各種情報システム、(3)多様な運営主体の人

的リソースの配置と管理、(4)資機材の情報管理

と調達・配布体制、(5)持続的な感染症対策の遵

守が必要となる。この中で、特に災害対応業務に

着目することで、オールハザード・アプローチに

対するインテリジェンス機能の確保に資すると

考えられる。 
災害対応業務フローを構築するためには、災

害対応検証報告書や防災計画、関連するガイド

ラインやマニュアル類などを活用することで、

避難所運営を含めた公衆衛生に関連する災害対

応業務の全体像を把握し、個々の業務のつなが

りや流れ、組織間の関連を示すことが可能であ

る。そして、多様な担い手が関係する公衆衛生分

野の災害対応業務フローを災害対応工程管理シ

ステム BOSS（Business Operation Support 
System）を活用しデータベース化することで、

災害対応業務フローの共有や効率的な管理、災

害時の利活用の環境が整備できる。なお、リスク

アセスメントに関する情報収集のために、災害・

健康危機管理に関する空間情報の利活用につい

てウェブサイトの調査をあわせて実施した。 
 

（倫理面への配慮） 

 本研究は人を対象としたものではなく、該当

しない。 

 

Ｃ．研究結果 

ここでは、まず、①オールハザード・アプロ

ーチによる公衆衛生リスク分析・アセスメント

モデルの作成のために、世田谷区の避難所を事

例とした研究結果を述べる。次に、②インテリ

ジェンス機能のために、災害対応工程管理シス

テム BOSS（Business Operation Support 
System）について述べる。災害・健康危機管
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理に関する空間情報の利活用に関するウェブサ

イトの調査結果の概要は資料に示した。 
 

Ｃ-1 事例対象と立地する地域・指定避難所

としての概要 

 

Ｃ-1-1 事例対象が立地する世田谷区の災害

対策と地区の特性 

（１） 調査方法 

 事例対象としては、COVID-19 の感染者が多

く、収容人数の設定が COVID-19 感染拡大前の

収容人数が約 1,800 人の都市型の避難所といえ

る世田谷区の桜小学校の指定避難所を設定した。

調査方法は、まず、事例対象の避難所が立地する

行政区と地区の特性を検証することとし、検証

に際しては、行政区である世田谷区の地域防災

計画 8)、業務継続計画 9)、当該地区の上町（かみ

まち）地区防災計画 10)及び行政職員へのヒアリ

ングをもとに整理した。 
（２） 世田谷区の概要 

 東京都区部の西端に位置し、東は目黒区・渋谷

区、北は杉並区・三鷹市、西は調布市・狛江市、

南は大田区に接し、さらに多摩川を挟んで神奈

川県に対している。面積 58.05 キロ㎡で 23 区の

中で 2 番目に広く、489,372 世帯、916,208 人

（2022 年 1 月 1 日時点）が居住している。 
 

（３） 世田谷区の災害対策の構造 

世田谷区の行政構造（図 2）は 3 層に分かれ、

世田谷区の下に総合支所が５つ、総合支所の下

に 3～7 地区のまちづくりセンターがある。世田

谷区全体では、28 の地区があり、それぞれのま

ちづくりセンターで住民に対応している。 
この体制は災害対策でも同様で、住民に主に

対応するのがまちづくりセンター、まちづくり

センターから情報を収集し、調整するのが総合

支所、総合支所からの情報をもとに、区全体の災

害対策を行うのが区の災害対策本部である。指

定避難所は区内の公立小中学校を中心に 92 ヵ

所が設置され、事例対象の桜小学校の避難所は、

世田谷総合支所の上町まちづくりセンターが管

轄する５つの避難所のうちの一つである（図 3）。 
災害時には、上町まちづくりセンターの職員

に他の部署の職員が応援で加わり、地域拠点隊

として、上町地区の災害対策にあたる。拠点隊

の業務は、避難所の運営支援の他に、地区内の

福祉避難所、要介助者や地域内で避難する人た

ちの支援などがある。 
世田谷区の指定避難所の運営は、地域住民が

各学校のPTAと連携して担うこととなっており、

上町地区では事前から避難所運営委員会を立ち

上げている。また、町会やマンション自治会、商

店街などの地域住民による防災区民組織や、防

災に対する住民間や関係機関との連携を図る区

民防災会議などが組織されている。なお、地域の

消防団は、災害時消防活動に従事することから、

避難所運営には参加しないことになっている。 

 
   図 2 世田谷区の災害対策の体制 

 

 

図 3 上町地区の立地（上町地区防災計画より） 
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（４） 上町地区の社会環境特性と自然環境

特性 

 

事例対象の桜小学校指定避難所が立地する上

町地区は、世田谷区のほぼ中央に位置し、面積

2.56 キロ㎡、人口約 54,000 人の地区である。東

京都内でいえば、福生市の人口に近い。社会環境

特性（表１）としては、高齢者は約 5 人に 1 人、

15 歳未満は約 8 人に 1 人という人口構成であ

る。住宅街でマンション等の集合住宅より戸建

て住宅が多く、数世代に亘って地域に居住して

いる住民も多い。また、近隣には東京農業大学や

国士舘大学があり、学生も多く居住している。交

通網としては、地区のほぼ中央を世田谷通りが

東西に走り、鉄道は東急田園都市線、小田急線、

京王線をつなぐ東急世田谷線が走っている。世

田谷通りは東京都の緊急輸送道路に指定されて

いる。 
上町地区の自然環境特性としては、 高標高

が 51.0m、 低標高が 30.5m の沖積世平野にあ

り、暗渠となっている蛇崩川が北側の住宅街を

流れている。地区の北側が丘になっており、土地

の造成で切土、盛り土の上に住宅が建設されて

いる場所もあり、土砂災害警戒区域は 1 か所が

指定されているが、津波や大規模河川の決壊に

よる洪水等のハザードは想定されていない。 
 

（５） 上町地区の被害想定 

上町地区防災計画では、内水氾濫・中小河川洪

水及び地震災害の被害想定を設定している。内

水氾濫・中小河川洪水の被害想定は、ハザードマ

ップに北側の隣接する地区との境界や地区内で

1m 以上の浸水が示されている。地震災害は、世

田谷区の地域防災計画で想定されている東京湾

北部地震 マグニチュード 7.3 の地震災害を対

象とし、発災条件は 悪の被害が予測される、冬

の夕方18時風速8m/秒における上町地区の被害

想定（表 2)を示している。地区内の想定震度は

6 弱と 6 強とされ、古い戸建て住宅が多い地域

の倒壊率、火災の危険度（図 4）が高くなってい

る。建物被害は、全壊、半壊、焼失の合計 1,667
棟で地区内 9,198 棟 11）のうち１８．１％にあた

る。 
※地区内 9,198 棟の建物には、住戸以外の商

業用施設、公共施設等も含まれる。 
 

表 1 上町地区の社会環境特性（上町地区防災計

画より作成） 

 

表 2 上町地区の被害想定 （上町地区防災計

画より作成） 

 

 

図 4 上町地区の被害棟数・火災危険度分布図 

（上町地区防災計画より作成） 
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（６） 上町地区の防災関連施設  

上町地区の防災関連施設（表 3）は、地震災害

を想定し、公共施設や大学、福祉施設が設定され

ている。福祉避難所は福祉関連事業者の施設や

母子避難所として近接地区の私立学校の利用が

想定されている。また、一時集合所や防災倉庫は

民間や町会が所有、管理するものも含まれる。 
 

表 3 上町地区防災資源一覧（上町地区防災計

画より作成） 

 

 

Ｃ-1-2 事例対象の世田谷区立桜小学校と指

定避難所の概要 

（１） 世田谷区立桜小学校の立地と特性 

 指定避難所となる世田谷区立桜小学校 12)は、

世田谷通りに面し、 寄の上町駅周辺のスーパ

ーや衣料量販店、ドラッグストア、クリニックな

どの一画に立地している（図 5）。創立から 140
年を超える歴史ある小学校で、親子 3 代が卒業

生であるという家庭も珍しくなく、地域との繋

がりが深い。 
 

 

図 5 世田谷区立桜小学校外観（桜小学校 HP よ

り）12) 
 

（２） 世田谷区立桜小学校の施設概要 

学校施設は、2010 年に竣工された地下 1 階、

地上4階で、校舎が斜面に建設されているため、

地下1階も公道に面した構造である。一般教室、

専科教室、体育館、図書館、特別支援室、給食室、

プールなどがあり、放課後学童クラブの施設も

併設されている。 
 災害対策上は、運動場を含めた施設全体が地

震災害を対象とした指定避難所、運動場が指定

緊急避難場所に指定されている。さらに、指定避

難所開設時には、地区全体の医療救護所の併設

や、帰宅困難者への対応スペースも設置するこ

ととなっている。また、マンホールトイレの設置

やプールの水の消防水利としての利用も想定さ

れている。COVID-19 感染拡大前までの指定避

難所としての収容人数は、学校施設の面積から

算出された約 1,800 人となっていた。 
 

Ｃ-1-3 桜小学校避難所運営の基本概要 

（１） 組織体制 

桜小学校の避難所は、学校協議会防災部会と

いう桜小学校を拠点とする２つの町会と桜小学

校のPTA及びおやじの会を中心とするメンバー

により構成された避難所運営委員会により運営

されている。 
なお、学校協議会とは、区教育委員会がすべて

の区立小・中学校に設置した組織であり、開かれ
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た学校づくりを進め、地域とともに子どもを育

てる教育を推進している。 
避難所運営委員会は、事前の計画、訓練から、

災害時には避難所の開設、応急期の対応までを

行う組織で、避難者による避難所運営本部が組

織された段階で運営を移行することになってい

る。避難所運営委員会をまちづくりセンターの

行政職員が支援し、施設管理者及び児童の安全

を確保するとして、桜小学校の学校災害対策本

部と連携している。つまり、地域住民が実施主体

となった運営委員会に、行政、学校が支援、連携

して運営するスタイルである。自助・共助・公助

の位置づけからいえば、設置は行政による公助、

運営は住民主体の共助、運営責任は行政による

公助で、国がめざす避難所ガイドラインに沿っ

た運営体制である。 
避難所運営委員会内部の班構成（図 6）は、概

ね多くの避難所と共通する。体制で特記すべき

点は、訓練事務局を設置しており、避難所運営の

検討会や訓練の計画支援・進行管理、メンバーや

行政、学校と連絡調整など、PMO（Project 
Management Office）的な役割を担っている。こ

の事務局の存在が、避難所運営委員会の活発な

活動や有益な議論を引き出しているといえる。 
 

 

図 6 桜小学校避難所運営委員会体制図 
 

（２） メンバー構成 

避難所運営委員会のメンバーは、現在、47 名

が登録し、男性 26 名、女性 21 名の構成である。

町会は役員を中心にシニア層以上の年齢層が多

く、PTA 及びおやじの会は、桜小学校児童の保

護者であるため、比較的若い世代が多い。PTA 及

びおやじの会の役員が子どもの学校在籍時に地

域との繋がりを持つことで、そのまま地域活動

のコアメンバーとして活躍しているケースも目

立つ。町会長のリーダーシップもあり、常時積極

的に参加しているメンバーは 15 名程度である。 
 また、避難所運営委員会と連携する桜小学校

の校長、副校長や担当するまちづくりセンター

の職員の理解もあり、メンバー全体を活性化す

る大きな要因になっている。 
 

（３） 避難所運営業務の設定 

 世田谷区では、避難所運営のマニュアル（標準

版）［平成 30 年修正］13)に加え、2021 年 2 月に

COVID-19 対応として【追補】14)を公表した。こ

の項では、基本概要として COVID-19 感染拡大

前の基本運営の業務について示す。 
桜小学校の避難所運営では、区の避難所運営

マニュアル（標準版）を参考に、桜小学校に適し

た内容の業務を検証し、班ごとに参集から避難

所開設までのマニュアルを A3 サイズ両面 1～2
枚で作成し、メンバーが常に携行している。いつ

発生してもおかしくないといわれる首都直下地

震に対し、まずは、避難所運営で混乱が予想され

る初動期の避難所開設までをメンバーが乗り切

ることを意図したものである。さらに、避難所運

営をシンプルにイメージすることから始めるた

めに、発災条件も児童が学校にいない休日の昼

を想定し、業務を設定している。 
 

（４） 学校施設の利用計画と避難者の収容

計画 

 避難所のゾーニング、レイアウトについては、

2018 年に避難所の機能を検討し、基本的な施設

の利用計画を設定した。その後、COVID-19 感

染拡大により、内閣府等のガイドライン 15)等に

従い、一部変更を行った。この項では、COVID-
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19 感染拡大以前の基本的な避難所運営に対応す

る施設利用の使途、機能を示す（表 4）。 
施設の利用計画の策定にあたっては、東日本

大震災における避難所運営の課題や男女共同参

画を進める先行事例、地区で配慮すべき人たち

の人数とその特性などを参考に、メンバーの女

性目線や介護の経験を活かし、配慮が必要な避

難者に対応できる計画としていた。また、収容人

数からペット同行避難者数を想定し、スペース

決めを行っていた。医療救護所内のレイアウト

については、医師会の担当医師と調整の上、設定

している。なお、本報告書では、施設の利用計画

の図面は、学校防犯上の安全面を考え、提示をし

ない初動期の避難者の受入については、地方の

避難所運営で推奨される顔見知りやご近所を近

くに収容する町会ごとなどの収容ではなく、先

着順である。避難者自身がどこの町会に属する

のか知らないケースも多く、ご近所同士のネッ

トワークも薄いことから、円滑な収容を優先さ

せた対策で、都市部ならではといえる。 
 
表 4 桜小学校避難所施設利用計画一覧 

 

 
（５） 避難所運営の財源 

避難所運営に必要な資機材や物資は、世田谷

区が区内の指定避難所に共通して必要と思われ

る資機材・物資が一律に配布される。併せて、避

難所運営委員会の事務費1万円が支給され、個々

の避難所で必要なものを調達している。それに

加え、避難所運営に関わる町会が防災区民組織

奨励金や防災区民資機材助成金の一部から資金

を拠出し、避難所で必要な物資を検討し、提供し

ている。また、地区の町会連合会でも地区内 5 か

所の避難所に共通して必要な資機材を検討し、

支給している。 
このような財源をもとに、毎年、避難所運営に

必要なものを検討し、可能な範囲で購入、配備し

ているが、十分な財源があるわけではなく、複数

年にまたがった調達計画を行っている。また、人

材養成のための研修費や講師謝金などの調達が

難しいなど、備える段階の費用は圧倒的に少な

い。また、区から支給される物品も、区内避難所

の公平性を重視して、購入、配布されるため、必

ずしも個々の避難所にとって、優先順位やニー

ズが高いものではないこともある。 
一方で、発災後は災害救助法の適用が想定さ

れるため、必要な物品は殆ど調達できる。世田谷

区では、避難所周辺の小売業と協定を結び、必要

なものを各避難所で調達し、後ほど、区が災害救

助法を活用して精算する仕組みを構築し、周知

を高めている。 
 

Ｃ-1-4 桜小学校避難所運営の課題と検討の

考え方 

 桜小学校の避難所運営の基本的な概要を示し

てきたが、運営の課題に絞ると、現役世代の人材

不足、避難所運営という共助への財源不足、資機

材・物品不足の３点に集約される。そして、これ

らの課題を検討する矢先に、起こったのが

COVID-19 によるパンデミックである。 
このパンデミックは避難所運営の基盤となる

考え方や取り組みの姿勢にも変化をもたらして

いる。事例対象の桜小学校避難所運営委員会で

も、その変化を捉え、COVID-19 の対応を含め

た業務の抜本的な見直しと、３つの課題解決に

向けた新たなチャレンジを進めている。それら
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の取り組みの情報を調査・整理し、これからの避

難所を中心とする地域コミュニティとしての避

難生活支援の方向性について検証することとし

た。 
 

Ｃ-2 事例対象における COVID-19 への対応

と課題解決に向けた取り組みの検討 

 

Ｃ-2-1 COVID-19 への対応と避難者数の試

算 

（１） 避難所における避難者のキャパシテ

ィの把握 

 COVID-19 感染拡大がもたらした避難所運営

における 大の影響は、密にならない避難者の

収容の見直しである。上町地区では、事例対象の

避難所運営委員会により、災害時収容支援を必

要とする避難者数を試算している（表 5）。
COVID-19 の感染拡大に伴い、内閣府等が示し

たガイドラインに従って算定した、避難所の密

を避けた収容可能な人数に対し、被害想定の全

壊、半壊、全焼の棟数から自宅住戸を失う可能性

がある住民、もしくは、自宅住戸の損壊により、

自宅住戸に住めない可能性のある住民の人数を

把握するために行った試算である。それをもと

に対策を検討し、取り組みを進めている。 
 

表 5 上町地区避難者数の試算 

 

※合計は人的被害の死者、重症者数をのぞい

たもの 

 

10 パターンの算出の手法で試算し、上町地区

約 54,000 人の人口に対し、避難所等で収容支援

が必要な避難者は、 小値で約 4,500 人、 大

値で約 10,000 人、その内、上町地区の状況から

適当と考えられる算定手法Ⅴ～Ⅶでも 6,000 人

～6,500 人という数値となり、住民の約１１～１

２％が収容施設を必要とする試算結果である。

これまでの災害では、全壊した家の庭先でテン

トを張って、避難生活を送った住民や車で過ご

した住民もいる。一方でライフラインの復旧の

遅れや食料・飲料水の枯渇により、避難所などの

収容施設に避難してくる住民はカウントしてい

ない。そのため、実際に災害が起きた際の避難者

数と乖離する可能性も大きいが、示されている

被害想定に従い、全壊や全焼で確実に自宅住戸

を失う避難者数に限っても、地区内で 3,800 人

を上回る結果である。 
 この結果に対し、上町地区の５つの避難所の

密を避けた COVID-19 感染拡大後の収容可能な

人数の合計は約3,000人である。世田谷区では、

災害時に避難所以外で避難者を受け入れる区内

施設と協定を進めているが、その施設や収容人

数は事前には公表されない。災害時に避難所を

求めて地区内をさまよう避難者が「避難所難民」

となる可能性も捨てきれない。 
 

（２） 変化する避難所の役割と求められる

避難者・住民への対応 

 避難者数の試算結果は、桜小学校の避難所運

営においても大きな見直しを迫っている。試算

の条件を裏返せば、自宅住戸が安全なら自宅で

過ごすということであり、それらの住民を支え

る対策は地区内で過ごす住民に一番近い、避難

所が担うと考えられる。つまり、これからの避難

所の役割は、収容した避難者への支援と地区内

大規模半壊 半壊

117 8 2 6 4 3

117 8 2 6 4 3 6 0 2 3 5 2 8

117 8 2 6 4 3 7 8 0 3 3 5 0

117 8 2 6 4 3 2 0 7 4 2 0 7 4

17 19 2 6 4 3 3 4 3 2 2 6 13

117 8 2 6 4 3 6 0 2 18 4 1

117 8 2 6 4 3 7 8 0 17 8 8

117 8 2 6 4 3 2 0 7 4 6 8 2

17 19 2 6 4 3 3 4 3 2 8 5 5

13 3 3 2 6 4 3

117 8 2 6 4 3

4 5 0 7

5 8 2 5

6 0 5

2 0 7 8

3 9 7 6

3 8 2 1

6 5 0 3
2 7 5 63 8 2 1

4 3 6 2 4 2 8 7
8 5 7 5

6 19 0
3 8 2 1 2 4 4 3

3 8 2 1 2 5 6 8
6 3 15

4 3 6 2 6 0 4 5

合計

7 8 7 8

7 8 7 7

7 8 7 7

7 8 9 5

10 3 3 3

基礎
分析

3 8 2 1 4 13 0

3 8 2 1 4 13 0

世田谷区土地利用現況調査
耐震改修促進計画(案）に基づく分析

①自宅住戸を失う居住者数 ②自宅住戸に住み続けられない
 可能性が高い居住者数

半壊
7 4 8棟

4 13 1

全壊
2 14棟

全焼
7 0 5棟

3 8 2 1

3 8 2 1 4 14 8

Ⅸ
平成2 5年中央防災会議
算定手法による避難者数

Ⅹ
平成17年 首都直下地震対策専門調査会
算定手法による避難者数

Ⅷ 神戸地域応急危険度判定結果を適用②

Ⅶ 神戸地域応急危険度判定結果を適用①

Ⅵ
熊本市応急危険度判定結果を
適用

Ⅴ
宇城市応急危険度判定結果を
適用

Ⅳ 神戸市建物被害認定調査結果を適用②

Ⅲ 神戸市建物被害認定調査結果を適用①

Ⅱ 熊本市建物被害認定調査結果を適用

Ⅰ 宇城市建物被害認定調査結果を適用

区分
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で過ごす避難者の支援の拠点になるということ

である。 
 また、避難所で収容する避難者の状況につい

ても、COVID-19 感染拡大前の想定から見直す

必要がある。感染拡大前までは、災害時の避難者

について、一定数の避難者は自宅住戸があるも

のの、より安全な避難所に保護を求めてくる避

難者や自宅住戸が片付くまで避難所に寝泊まり

する避難者なども想定していた。しかし、試算結

果から収容の優先度が も高い自宅を失った避

難者だけで、避難所のキャパシティを超える。つ

まり、避難所に避難してくる避難者の多くは、非

常持出袋も貴重品も持参できず、着の身着のま

まという状況も想定されるということである。

これまでにもそのような避難者は想定されてい

たが、避難者の多くがそのような状況に置かれ

る想定は考えられていなかった。備蓄物資の内

容や数量の不足、避難者や住民のメンタルケア

の考え方など、過去に経験したことのない避難

所の状況になる可能性も示している。 

 

Ｃ-2-2 パンデミック下における世田谷区の

災害対策の進展 

多くの自治体同様、世田谷区も COVID-19 の

対応に追われ、避難所運営における感染対策に

ついて避難所運営マニュアルの【追補】を示せた

のも、感染拡大から 1 年後の 2021 年 2 月であ

る。内容も内閣府や東京都が示したガイドライ

ンに加え、区で新たに追加支給する感染対策の

物品を示したものであった。 
しかし、この 1 年の世田谷区における災害対

策の大きな進展は、「地域広帯域移動無線アクセ

スシステム（以下、地域 BWA）※の活用に関す

る協定」16)で、発災直後からインターネット接続

が可能になった点である（図 7）。各避難所にル

ーター設備は必要だが、デジタル化の進展を避

難所運営にも活用でき、業務の軽減や新たな支

援などの可能性が拡がったといえる。 

 

 

図 7 地域 BWA を活用した災害対策イメージ 
（出典：総務省 放送を巡る諸課題に関する検

討会報告書 17）） 
※地域BWA（Broadband Wireless Access）：
2,575～2,595MHzの周波数帯域を活用し、地域

の防災活動への活用や地域の公共サービスの向

上等、公共の福祉の増進に寄与することを目的

とした無線通信。2014年10月に総務省の制度改

正により、従来のWiMAX方式に加え、WiMAX 
R2.1 AE方式とAXGP方式が利用可能となり、高

速データ通信が可能となった。 

 

Ｃ-2-3 避難所運営におけるビジョンの重要

性の認識 

 災害対策基本法で示されている指定避難所の

定義は、「災害の危険性があり避難した住民等を

災害の危険性がなくなるまでに必要な間滞在さ

せ、または災害により家に戻れなくなった住民

等を一時的に滞在させるための施設」とされて

いる。この定義は、指定避難所の機能や役割であ

り、目的ではない。避難所の目的は、危険を回避

するための避難者の保護であり、滞在している

期間の安全や健康を確保することにある。それ

は、「災害関連死を抑止する」という上位の目的

を果たすものでなければならない。 
 しかし、目的や課題の提示では、人々を動かす

力にはなり得ない。目的や課題解決の先にある

目指すべき姿、理想とする姿を描き出し、共有し

た時に初めて、人は意思ある行動を起こすこと

ができる。特に COVID-19 感染拡大直後には、

自宅療養者には避難所に来てほしくないという
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声が全国の避難所関係者の中で聞かれた。しか

し、自宅が危険であれば、避難する先は必要であ

り、感染者もまた、自分の命を守る権利がある地

域の一員である。様々な地域の人々と支えあい、

災害を乗り越え、地域の未来をつくっていくと

いう意識が必要であり、自分ごととして、感染の

有無により排除されるべきではないという基本

スタンスを避難所運営に関わる住民や避難者に

浸透させることが必要である。そのためにも、望

ましい避難所運営を行うことによって実現する

地域の姿、避難所運営の理念やビジョンは重要

な意識の起点となるといえ、COVID-19 がもた

らした視点といえる。しかし、事前組織の避難所

運営委員会の運営や自治体が標準版として提示

している避難所運営マニュアルに、避難所運営

の理念やビジョン策定の重要性を示しているも

のは殆どない。 
事例対象の避難所では、望ましい避難所運営

により、災害後に実現する地区の姿を運営メン

バー、ステークホルダー、地域住民が共有するこ

とが必要と考え、ビジョンとしての策定を検討

している。さらに、ビジョン実現のための運営方

針を固め、災害時の具体的な行動の指針とする

考え方である。それは、組織としての判断の立脚

点、さらには、災害時の一人ひとりの判断の拠り

所にもなると考えている。 
 
Ｃ-2-4 避難所運営委員会の活動とチームビ

ルド 

 事例対象の避難所運営委員会では、パンデミ

ック以前の 3 年間、年間 6 回程度の活動や訓練

を行ってきたが、2020 年 2 月から COVID-19 の

影響で、約 1 年間、殆ど活動ができない状況で

あった。しかし、パンデミック下の巨大災害に対

する危機感から、2021 年に入り、２つの大きな

変化があった。 
1 つは、感染拡大の合間を縫った対面での活動

で、オンライン会議や SNS での情報共有ができ

るよう、メンバーの IT リテラシーを高めたこと

による変化である。今まで IT に対し、苦手意識

が強かったシニア層のメンバーが積極的な姿勢

を見せ、オンライン会議を平日の就業時間後の

開催も行えることから、活動の頻度が各段にあ

がった。さらに、メンバーが避難所運営とオンラ

インやデジタルの親和性の高さに気づくことに

もなり、避難所運営業務での活用に対し、抵抗感

も薄れた。IT については、まだ、苦手意識を持

つメンバーもいるため、今後はよりきめ細かい

サポートは必要としているが、シニア層=IT 難

民という考え方でなく、シニア層が活躍し、共助

を自身のウェルビーイングに繋がる環境づくり

も必要といえる。 
２つめは、桜小学校避難所運営委員会でも多

くのメンバーの意識の根底にあった「行政がや

ってくれないからできない」という発想をやめ、

「運営委員会でできることをやり、できないこ

とを行政に示す」、「運営委員会でやりたいこと

を示し、その環境づくりを行政に行ってもらう」

という意識の変化である。行政の対応を待って

いては、遅きに失するというメンバーの危機感

によるものだが、住民主体の共助である避難所

運営を行政が公助で支援し、活動の環境づくり

を行うという、災害対策でめざすべき関係性に

立ち戻ったといえる。 
 

Ｃ-2-5 避難所施設の利用計画と収容計画 

（１） 避難所としての施設利用の課題 

 避難所施設の利用には、２つの課題がある。１

つ目は COVID-19 の流行下における自宅療養者、

濃厚接触者など感染及び関係者に対応するゾー

ニング、レイアウト等の施設の利用計画、２つ目

は、避難所における避難者のキャパシティの項

で示した密にならない避難所の収容計画である。 
 

（２） 避難所施設の利用計画 
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１つ目の感染者とその関係者に対応する施設

の利用計画は、感染の有無に関わらず、「感染を

恐れて避難を躊躇させない」計画とするために、

自宅療養者、濃厚接触者、感染疑いのある体調不

良者を含めた経過観察者及びその家族を受け入

れるゾーニング、レイアウト、及び動線が交差し

ない利用計画を設定している。一般の避難者と

受付から完全に分離し、運営メンバーの動線や

業務効率なども考慮されている。トイレも、濃厚

接触者、感染疑いのある体調不良者は個別のト

イレ、他は区分ごとのトイレを想定し、準備を進

める予定である。一方で、COVID-19 感染関係

者に対応するスペースを確保したため、スペー

ス上の制約から、運営のタイムラインを検討し、

医療救護所と帰宅困難者のスペースを区分せず、

区の医師会から示されている医療救護所が稼働

できる目安の 72 時間までを帰宅困難者対応に

あてることとしている。 
 

（３） 利用計画に基づいた収容計画 

２つ目の収容計画については、一般教室、体育

館を含め、世帯ごとに固めながら、他の世帯との

距離をとり、密をさけるレイアウトで、初動期、

応急期・復旧期の収容人数を算出した。その上で

実際に教室のスぺースをつくり、メンバーが避

難者役となって検証した結果、 大人数を受け

入れる初動期の設定をしている。また、収容につ

いては、クラスターの発生を小規模で抑えるた

め、教室など小さい部屋から、開放する計画とし

ている。 
配慮すべき避難者については、今後、地区内の

障害者手帳、愛の手帳、精神保健手帳の取得者を

中心に人数と配慮すべきニーズを割り出し、移

動に介助が必要な避難者、他の避難者との共有

スペースでの生活が難しい避難者については、

医療機関、福祉避難所への移送を含め、収容する

場所や環境に配慮する予定である。 
 

（４） 利用計画・収容計画の検討 

利用計画における COVID-19 関係者への対応

を感染者数から検証すると、2022 年 1 月 23 日

時点の世田谷区の 1 週間の感染者数は 4,547 人

で区内の人口の 0.5％にあたり、上町地区の人口

から算出すると地区内に約 270 人の感染者が想

定される。この時点で、地区防災計画の被害想定

と同様の地震が発生した場合、避難者数の試算

から収容施設での避難を必要とする感染者の人

数は地区内で約 32 人となり、避難所１か所あた

り 6 名から 7 名となる。オミクロン株の流行で

一挙に感染者が増加している状況ではあるが、

スペースとしては対応しきれない状況ではない。

しかし、濃厚接触者や経過観察中の住民、また、

感染者の家族などを考慮すると、設定されてい

る利用計画では収容しきれない可能性もある。 
一方で、パンデミックの収束や症状の軽減が

見られた場合の利用計画は、スペースを縮小す

るなどの対応が考えられている。しかし、過去の

災害事例からも把握できるように、インフルエ

ンザやノロウイルスなど COVID-19 以外の感染

症も含め、感染症と地震災害の複合災害を前提

とした利用計画は継続する予定である。また、収

容人数はパンデミック以前が学校施設の面積か

ら一人当たりの収容スペースを割り出した人数

であったため、現実性に乏しい。さらに、感染拡

大後に設定した収容スペースでも、スフィア基

準を満たすことは容易ではない 18)ことから、収

容人数をパンデミック前に戻すことや増加させ

る収容計画の検討はできないとしている。 
避難所施設の利用計画と収容計画の見直しに

ついては、決定のプロセスにメンバーが実際に

学校施設で検証や体験を行う機会を設けていた。

大きな変化や変更を求める際に体験を共有する

機会を設定することは、組織としての意志決定

を支える有効なプロセスともいえる。 
なお、利用・収容に関わる課題の対策として、

区に応急危険度判定の順番を自宅住戸に住める

71



可能性が高い、損壊が軽微な家屋から行うよう

に要請するとしている。これは、在宅避難が可能

な避難者に帰宅を促し、避難所の収容人数や業

務を軽減していく意図である。また、配慮すべき

避難者の医療機関や福祉避難所への移動も、早

期に実現できるよう、情報連携を図る予定とし

ている。 
 

Ｃ-2-6 地域人材の確保と人的リソースの最

大化 

避難所運営の概要や課題でも指摘した通り、

避難所運営のメンバーの人数は十分とはいえな

い。メンバーにはシニア層も多く、体力面だけで

なく、COVID-19 流行下においては重症化リス

クの高い世代が避難所運営を支えている。また、

地域内の人材の確保も、活動費や補償がある消

防団との待遇の比較や避難所運営の業務への理

解不足などから参加を躊躇する住民も多い。避

難所運営は発災すれば 24 時間の対応が必要で

あり、メンバーのフィジカル・メンタルを守るた

めにも、8 時間程度で交代するシフト制を組むべ

きである。そこで、桜小学校避難所運営委員会で

は、今、手にできる人的リソースを 大化する対

策を打ち、併せて新たなに人材を確保できる環

境づくりを検討している。 
l 避難所運営業務を見直し、避難所でしかで

きない業務、リモートでも可能な業務を区

分する。 
l シニア層がリモートで可能な業務は在宅で

行う。 
l メンバーの保険加入など補償体制や汗をか

いた人が報われる環境を整える。 
l PTA の保護者などに避難所運営への関心

を持ってもらい、メンバーの拡充を行う。 
l 運営者、要配慮者、支援者などのカテゴリ

ーを超えて、運営をサポートする人材を求

める。 

l 避難者を含め運営を支援できる人材を増や

すため、受援を考慮したマニュアルを作成

する。 
 

 桜小学校では、毎年、「まもりんピックさくら」

という児童の防災のリテラシーを高める授業を

保護者や地域住民にも開放し、実施している。小

学校高学年になれば、重要な運営のマンパワー

にもなることから、具体的な業務の担い手とし

ても考えられる。 
 なお、COVID-19 感染関係者に対応する人材

としては、運営メンバーから担当を充てること

はしていない。人数的な問題に加え、感染対策に

対する専門的なスキルを持つ人材がいないこと

から、世田谷区に人材の派遣、もしくは COVID-
19 感染者に対応しても感染を防げる装備やその

装着方法、ゴミなどへの対応など、避難所運営に

おける感染対策の研修などを要請する予定であ

る。 
 

以上、①オールハザード・アプローチによる

公衆衛生リスク分析・アセスメントモデルの作

成のために、避難所運営を対象として、世田谷

区を事例として検討した結果を述べた。 
次に、②インテリジェンス機能の構築を目指

して、災害対応業務と災害対応工程管理システ

ム BOSS（Business Operation Support 
System）について述べる。 
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Ｃ-3 インテリジェンス機能の構築 

 

Ｃ-3-1 避難所運営業務の見直しと避難所運

営マニュアルのデジタル化 

（１） 避難所運営業務の見直しと整理 

 事例対象の避難所運営では、新たな現役世代

の人材の確保を見据えつつ、地域におけるネッ

トワークや経験値などから、シニア層が活躍で

きる業務の見直しを進めている。シニア層を含

めたメンバーが適材適所の業務に携わることで、

避難所運営委員会が持つ人的リソースを 大化

する、業務に人を合わせるのではなく、人に業務

を合わせる考え方である。避難所運営には必須

の業務もある。しかし、条件が揃えばリモートで

できる業務や的確な指示があれば誰でもできる

業務もある。また、多様なバックグラウンドを持

つ個人が緩やかな繋がりの地域コミュニティで

共助を行う時、企業などの組織と比べて一人ひ

とりの経験や知見、人柄や意識を尊重する必要

がある。特に災害時は、多様な避難者や支援者を

受け入れることから、中心となる避難所運営委

員会のメンバーがお互いをリスペクトし、業務

を進めていくことは、円滑な運営に何より求め

られるものである。その環境をつくり、配置を進

めるために、業務の見直しと整理を行う。 
避難所運営業務の整理にあたっては、自治体

の災害対策業務の全体像を構築する必要がある。

本研究では、避難所運営を対象として研究して

いるが、実際には、災害対策本部においては、

様々な災害対応業務を同時に担う。 
インテリジェンス機能を構築するために、災

害対策業務の全体像を構築した。「47 種の災害対

応業務」（沼田ら）19)を参考に、表 6(a)のように

作成した。そして、避難所運営業務について細分

化して業務の詳細を定義した。その結果、5 種類

の感染症対応業務を含め、４２種類の避難所運

営業務（表 6(b)）に整理された。42 種類の業務

のカテゴリーは、桜小学校避難所運営委員会の

組織体制に合致させている。また、桜小学校の避

難所は、住民主体の運営業務区分であることや、

医療救護所の併設よる運営支援やご遺体の取り

扱いなども含まれている。 
 

（２） 避難所運営業務に基づく避難所運営

マニュアルのデジタル化 

 桜小学校避難所運営委員会では、避難所運営

業務の整理と並行して、避難所運営マニュアル

のデジタル化を進めている。災害対応工程管理

システム BOSS（Business Operation Support 
System）を活用し、4２種類の避難所運営業務の

プロセスをフロー化（図 8(a)）するとともに、そ

の内容を示す業務詳細シートに、業務の留意点

や業務に必要なチェックリスト、さらに、メンバ

ー誰もがその業務を把握できるよう動画や画像

を添付し、避難所運営マニュアルのデジタル版

とする環境を構築した。 
BOSS はクラウド上に構築されており、容易

なアクセス、データ更新と管理の効率性、多様

な担い手間でのオンライン上での共有が可能と

なる（図 8(b)）。BOSS は、事前から事後に至

るまで災害対応業務プロセスをマネジメントす

る考え方のもとで開発され、災害対応業務をフ

ロー図化することで、容易に全体像を把握でき

るようにし、各業務の内容および関連する防災

計画等を紐づけた業務詳細シートにより、業務

詳細の理解、速やかに対応方法を把握できるも

のである。災害時には災害時モードに切り替え

て業務の進捗をタイムラインとして管理が可能

である。これを訓練により災害対応業務を検証

することで、訓練が“やりっぱなし”にならず

に各自がどのように対応したのか記録が蓄積さ

れるとともに、業務フローの精査を行うことで

より実践的な内容に更新することができる（図

8(c)）。さらに、各種情報共有システム（ここで

はトリアージ情報システムを例示）のように状

況把握と災害対応業務を関係づけることで、各
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種情報システムから把握された状況を踏まえて

必要な業務を指示することができるなど、効果

的な意思決定を支援する環境整備ができると考

えられる（図 8(d)、(e)）。 
 

表 6(a) 47 種の災害対策業務分類 

災害対策分野 細分類 47 種の災害対策業務 

1. ガバナンス 

1. 組織⾏動 
1. 災害対策本部の設置・運営 
2. BCP の策定と発動 
3. 復旧・復興計画の策定・運⽤ 
4. 視察等要⼈対応・議員対応 

2. リソース 
   マネジメント 

5. 職員の安否確認・動員・管理 
6. 地域住⺠（⾃主防災組織・消防団等）との連携・防災教育 
7. ⾏政・⺠間企業の相互応援要請・受援、活動調整 
8. ⾃衛隊・警察・消防・国交省など専⾨機関への応援要請・受援 
9. ボランティア団体・NPO など連携・調整 

3. 空間・機能配置 10. ⼟地利⽤の検討・災害空地の管理 

2 災害情報 
1. 災害情報 
   マネジメント 

11. 通信機能の確保・復旧 
12. ハザード情報の収集・分析・伝達 
13. 避難情報の発令 
14. 被害情報の収集・分析・報告 

2. 広報コミュニケー
ション 

15. 住⺠への広報コミュニケーション・マスメディア対応 
16. 相談窓⼝の設置・運営、電話対応 

3. 救助・ 
  災害医療 
   ⽀援 

1. 救助・救護⽀援 17. 救急・救助活動 
18. 捜索活動・遺体安置等 

2. 医療・衛⽣⽀援 19. 医療救護活動 
20. 保健・衛⽣・⼼のケア・栄養管理 

4. 避難・ 
 被災者⽀援 

1. 避難⾏動⽀援 
21. 避難⾏動⽀援・帰宅困難者対策 
22. 避難所・避難⽣活⽀援 
23. 物資の調達・供給 

2. 被災者⽀援 
24. 要配慮者・ジェンダーなどインクルーシブな⽀援 
25. 義援⾦の受付・配分 
26. 各種⽣活再建⽀援・災害⾒舞⾦・税緩和 

5. 地域再建    
   ⽀援 

1. 住宅再建 

27. 応急危険度判定の実施 
28. 住家の被害認定調査の実施 
29. 罹災証明書の発⾏ 
30. 応急仮設住宅・公営住宅の借上げ・供給管理 
31. 公的な住居修理・解体の対応 

2. 地域コミュニティ 
   確保と発展 

32. ⽂教施設の対応、応急教育 
33. 公共施設・市有地など公営地・公営住宅の被害状況把握・復旧 

6. 社会基盤システ
ム再建 

1. インフラ・交通・ 
   警備 

34. 道路施設の被害状況把握・復旧 
35. 警備・交通規制対応 
36. 鉄道・バス・空港（公共交通機関）の被害・運⾏状況把握 
37. ⼭地・河川・海岸施設の被害状況把握・復旧 

2. ライフライン 

38. ⽔道施設の被害状況把握・復旧及び応急給⽔ 
39. 下⽔道施設の被害状況把握・復旧 
40. 電⼒・ガス・通信・⽯油関連施設の被害・復旧状況把握 
41. 危険物施設の状況把握・安全確保措置 

3. 災害廃棄物と 
  資源循環 42. 災害廃棄物の処理 

7. 社会経済活動
回復 

1. 財政・⾦融など 
   法体系 

43. 財政・⾦融関連の措置（物価安定対策の実施） 
44. 財源の確保・基⾦の活⽤・災害関連の出納 
45. 災害救助法等の災害関連法令の事務 

2. 産業確保 46. 被災企業・産業の状況把握・⽀援 
47. 農地・農業・家畜・漁業の被害状況把握・復旧  
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表 6(b) 42 種類の避難所運営業務一覧 

 

 

 

 

図 8(a) BOSS を活用した避難所運営業務フロ

ー 

 

 
図 8(b) BOSS による業務のデータベース化 

 

 
図 8(c) 訓練による BOSS の活用と業務の精査 

 

 

図 8(d) トリアージ情報共有システムによるリ

アルタイム患者情報 
 

 

図 8(e) 前線本部による状況把握と意思決定 
 

 

 

カテゴリー ID 業務名 カテゴリー ID 業務名
組織運営・⼈材管理 1 避難所運営本部の設置・運営 ⽣活環境整備 25 避難所施設の管理

2 運営要員の参集・配置・管理 26 ライフラインの確認・代替対応
3 運営⽀援者の確保・配置・管理 27 避難所施設の利⽤区分の設定・管理
4 地域住⺠組織との連携 28 避難所施設の⽣活環境整備
5 関連組織との連携 救護・衛⽣環境整備 29 応急救護
6 ボランティアの受⼊・活動⽀援 30 ご遺体の安置・移送
7 応急教育・学校再開⽀援 31 避難者の健康管理

情報管理 8 通信機器の確保・管理 32 避難施設の衛⽣管理
9 安否情報の収集・確認 33 ⾮常⽤トイレ・仮設トイレの設置・管理
10 避難者情報の収集・整理 34 ゴミの分別・回収管理
11 避難所周辺地域の被害情報の収集 35 ゴミの分別・回収管理
12 被害情報、復旧情報の収集、提供 物資・給⾷ 36 物資の管理、調達、配布
13 ⽣活情報の収集 37 ⾷料、飲料⽔の管理、調達、配布
14 避難者、地域住⺠への情報提供 感染症対策 38 （感）環境整備
15 通信機材の提供 39 （感）感染管理

避難者対応 16 避難者⼊退所対応・管理 40 （感）受⼊・療養対応
17 避難⽣活対応・⽀援 41 （感）移送⽀援
18 要配慮者対応・⽀援 42 （感）クラスター発⽣対応
19 避難者の移送・移動⽀援 その他 ■ 財源確保と活⽤
20 各種相談窓⼝
21 ペット同⾏避難者対応
22 帰宅困難者対応
23 防犯、暴⼒防⽌対応
24 避難所来訪者対応

カテゴリー ID 業務名 カテゴリー ID 業務名
組織運営・⼈材管理 1 避難所運営本部の設置・運営 ⽣活環境整備 25 避難所施設の管理

2 運営要員の参集・配置・管理 26 ライフラインの確認・代替対応
3 運営⽀援者の確保・配置・管理 27 避難所施設の利⽤区分の設定・管理
4 地域住⺠組織との連携 28 避難所施設の⽣活環境整備
5 関連組織との連携 救護・衛⽣環境整備 29 応急救護
6 ボランティアの受⼊・活動⽀援 30 ご遺体の安置・移送
7 応急教育・学校再開⽀援 31 避難者の健康管理

情報管理 8 通信機器の確保・管理 32 避難施設の衛⽣管理
9 安否情報の収集・確認 33 ⾮常⽤トイレ・仮設トイレの設置・管理
10 避難者情報の収集・整理 34 ゴミの分別・回収管理
11 避難所周辺地域の被害情報の収集 35 ゴミの分別・回収管理
12 被害情報、復旧情報の収集、提供 物資・給⾷ 36 物資の管理、調達、配布
13 ⽣活情報の収集 37 ⾷料、飲料⽔の管理、調達、配布
14 避難者、地域住⺠への情報提供 感染症対策 38 （感）環境整備
15 通信機材の提供 39 （感）感染管理

避難者対応 16 避難者⼊退所対応・管理 40 （感）受⼊・療養対応
17 避難⽣活対応・⽀援 41 （感）移送⽀援
18 要配慮者対応・⽀援 42 （感）クラスター発⽣対応
19 避難者の移送・移動⽀援 その他 ■ 財源確保と活⽤
20 各種相談窓⼝
21 ペット同⾏避難者対応
22 帰宅困難者対応
23 防犯、暴⼒防⽌対応
24 避難所来訪者対応
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桜小学校の避難所運営業務のフローに合わせ

て、連携するまちづくりセンター、学校災害対策

本部の業務フローも入れ込む予定にしており、

それぞれの動き、業務が把握できる形をめざし

ている。これは、円滑な情報共有を進めることが

主目的である一方、それぞれの業務の限界を把

握して、補い合う視点を共有することにもある。 
さらに、BOSS による避難所運営業務のフロ

ーの作成では、５つの活用の効果を狙っている。 
① 42 種類の災害対応業務だけでは把握しづ

らい災害時のリモート可能な業務の抽出と

分担。 
② 災害時の業務の円滑な運営と業務の進捗の

情報共有。 
③ 業務への理解の浸透。 
④ 事前訓練時の活用と改善を目的としたメン

バーの理解の深化。 
⑤ 災害時の支援者への受援ツールとしての活

用。 
 

災害時の迅速な対応からいえば、②がもっと

も期待される効果である。地域 BWA により、初

動期でも利用の可能性が拡がった。さらに、

BOSS の作成・改善のプロセスや応急期に入っ

た段階での活用に期待が大きい。 
①のリモートが可能な業務の抽出と分担につ

いては、離れた場所でも可能な作業を把握し、分

担を進める狙いである。BOSS 上に必要なフォ

ーマットや資料を添付しておけば、在宅のメン

バーとリモート会議システムで対面の情報共有

を行い、BOSS 上で作業をしてもらうことが可

能である。これは、被災地以外からのリモート支

援実現も示唆している。また、メンバーの在宅業

務については、メンバーを通して避難所の外の

地域の状況や住民が求めている支援を把握しや

すいというメリットもある。 
②③④の狙いは、避難所運営マニュアルのデ

ジタル化のプロセスによるものである。BOSS

の作成作業にあたっては、IT リテラシーの高い

町会メンバーの一人が中心となり、メンバー間

で情報共有を図りながら作成している。作成の

段階から、業務への理解を深め、業務の訓練を行

って画像や動画を撮影し、作成するスタイルで

ある。メンバーが作成するため、訓練による改善

点や要望を反映しやすい点もある。同様に、⑤の

受援ツールとしての活用のシーンでも、災害時

に加わる支援者に対し、メンバーが深い理解の

上での説明ができる。 
 

Ｃ-3-2 桜小学校避難所運営を取り巻く地区

内リソースの見直し 

（１） 発災 72 時間の人的・物的リソース

調達の方針 

 玉川通り、甲州街道、環状 7 号線、環状 8 号

線など国の緊急輸送道路に囲まれ、地区内を都

の緊急輸送道路が走る上町地区では、発災から

少なくとも 72 時間は救命のための車両通行が

優先され、支援物資や地域外からの支援者の移

動は考えにくい。また、地区内の民生委員やボラ

ンティアセンターの人員、避難所運営委員会の

メンバーや行政職員も同時に被災して、どれだ

けの人員が避難所運営に携われるか予測は難し

い。確実に言えるのは、72 時間後か 1 週間後か

わからない地域外の人やものを待っていては、

避難者への対応は立ち行かないということであ

る。 
そこで、事例対象の避難所運営委員会では、ま

ず、地区内の人的、物的リソースを見直し、活用

する連携体制を考えている。42 種の避難所運営

業務の整理により、関連する地区内の人材やも

のを検討し、連携を図っておく考え方である。 
 

（２） 新たな人的リソースの確保 

人的リソースとしては、まず、避難者が避難し

てきた段階で運営をサポートできる人材を確保

する。これには、避難者に運営者を支援する人、
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避難者は支援される人という意識を持たせない

狙いもある。また、町会に入っていないマンショ

ン自治会との連携も進め、比較的耐震性の高い

マンションの住民については、避難所の避難者

として想定していないものの、食料や飲料水を

必要とする際は、避難所が支援の拠点になるこ

とから、初動期の段階から可能な限り、避難所運

営を支援してもらう連携体制を求めている。 

 

（３） 物的リソースの調達 

物的リソースとしては、概要で示した世田谷

区の災害救助法を活用した後日精算の仕組みを

活かし、近隣のスーパーや衣料品店、商店街から

物資を調達することとしている。これは、都市部

の避難所に共通する課題である備蓄スペースの

狭さによる物資の不足を緩和する方法でもある。

区に調達先の企業と協定を締結してもらい、予

め、災害時に調達したい物資の内容や数量を伝

えておくというものである。加えて、指定避難所

から医療機関、福祉避難所への移送手段として、

タクシー会社や福祉事業者などとの協定の要請

も検討している。これらの協定が災害時にどこ

まで有効に働くかは想定できないが、協定を結

ぶことで災害時に企業の目を地域の避難者や住

民に向けてもらう狙いもある。また、東京都の帰

宅困難者支援条例により、企業が社員を 72 時間

事業所に留め置く場合、避難所の支援に回って

もらうなどの可能性も期待できる。 
 

（４） インターネットを活用したオンライ

ン支援 

地域外の人やものが入ってくるまでの時間、

地区内の人やものを活用して乗り切る状況の中、

地域 BWA を活用したオンラインによる被災地

外の支援者との連携は可能である。そこで、看護、

医療の専門家とリモートでつながり、運営メン

バーでは判断できないメンタルやフィジカルの

健康面での相談をオンラインできる体制づくり

を進めている。避難者への適切な対応に加え、看

護や医療に専門性を持たない運営メンバーの心

理的なプレッシャーを軽減する狙いがある。リ

モート支援については、メンバーの IT リテラシ

ーの向上と並行して、事前の段階から支援者と

つながっておく必要もある。 
 

 

Ｄ．考察  

 

本研究では、①オールハザード・アプローチ

による公衆衛生リスク分析・アセスメントモ

デルの作成のために、避難所運営を対象とし

て研究した。国・地方自治体（都道府県）にお

けるリスクプロファイルの原案としては、オ

ールハザードで対応が求められる避難所運営

を対象とすることが妥当であると考え、避難

所運営を対象とした。また、②平時から事案発

生時にシームレスに稼働するインテリジェン

ス機能のために、災害対応工程管理システム

BOSS（Business Operation Support System）

を提案した。 
これらの結果を踏まえ、ここでは今後オール

ハザード・アプローチによるリスクアセスメン

ト及びインテリジェンス機能の確立に向け、特

に、インテリジェンス機能の効果的な運用を

可能にする人的・物的リソースの配備・デジタ

ル社会に対応した技術活用のあり方に資する

考察を行う。 
 

Ⅾ-1 これからの避難所運営に向けた考察 

 

Ⅾ-1-1 考察 

これまで、災害対策を取り巻く社会的な状況

を背景として分析し、事例対象として取り上げ

た桜小学校避難所運営委員会の COVID-19 への

対応と課題解決に向けた取り組みを調査してき

た。その中でこれからの避難所運営を考える上
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で、重要なヒントも浮かび上がってきた。多様な

変化の芽やチャンスの兆しは見えてきている。

ここからは、避難所運営を共助の視点から、それ

らのヒントをフックに情報の視点を重ね、様々

な地域の避難所への適用について、考察を進め

る。 
 

Ⅾ-1-2 避難所運営におけると意志決定 

（１） 災害時の意志決定を支える方針、スキ

ル、イマジネーション 

 避難所運営におけるビジョンや理念の設定に

ついて事例対象の構想を示したが、ビジョンや

理念を具体化する運営方針を設定し、運営者や

関係するステークホルダーで共有しておくこと

は、災害時における一人ひとりの判断の拠り所

になる。特に複合災害では、２つの災害の発生

により、リスクや対応の重なりから生まれる経

験のない事案が発生する可能性も高まる。その

時に、迅速かつ柔軟に対応するためには、事前

のチームビルドによる信頼関係の上に、対応者

に意思決定を委ねることも必要になる。その意

思決定を支えるものが運営方針であり、対応者

のスキル、そしてイマジネーションである。 
スキルは、アメリカ空軍のジョン・ボイド大佐

が開発し、現在、企業の経営戦略や行動哲学で

PDCA を補完するフレームワークとして注目さ

れている OODA（ウーダ）ループ 20)（図 9）の

活用が考えられる。OODA ループは、戦闘機の

パイロットの意志決定のプロセスを標準化した

点からも、危機管理や災害対策の現場でも親和

性が高いといえ、避難所や地域で起こる想定外

の状況への対応に有効と考える。また、OODA ル

ープが注目された背景には、COVID-19 の影響

で急速に変化する社会や経済の状況下で、未来

の予測を立てにくくなった組織経営の舵取りの

ソリューションとして期待が寄せられているこ

とも挙げられる。このことからも、予測していな

かったこと、想定とは異なることに直面した時、

OODA ループの意志決定のプロセスは有効に働

く可能性が高いと考える。 

 

図 9 OODA ループ（出典：Wikipedia） 
 

OODA ループの基本的なプロセスは、観察

（Observe）→情勢への適応・状況判断（Orient）
→意思決定（Decide）→行動（Act）をループ

（Implicit Guidance & Control, Feedforward / 
Feedback Loop）させるものである。災害時に置

き換えれば、目の前で起きている状況を観察し、

状況を確認、判断の上、その後の状況変化をイマ

ジネーションし、運営方針に照らして意思決定、

行動する。その状況を運営者全体で共有の上、検

討し、組織としての判断や行動に反映させ、経験

を循環させていくことになる。行動哲学ともい

われるOODAループのフレームワークを防災訓

練などに意識して入れ込み、経験値をあげ、運営

者の適応力や判断力をスキルアップし、それに

伴う災害時のイマジネーションを高めていくこ

とは、災害時の想定外に対し、受容性の高い、か

つ意思ある組織体制を構築するためにも、有効

な対策といえる。 
 

Ⅾ-1-3 変化に対応できる組織づくり 

（１） 変化のプロセスの共有 

 事例対象の避難所施設の利用と収容の見直し

のプロセスに、メンバー共通の検証や体験の機

会を設定したことは、取り組みでも示したが、組

織やチームに変化を求める際に体験を共有し、

変化を受け入れ、その対応を検討する機会を設

定することは、組織としての意志決定を支え、次

のステージに進む重要なプロセスである。 
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さらに、このプロセスを災害へのイマジネー

ション力を高め、業務を把握し、新たな気づきを

重ねて、アイデアを出し、変化を恐れず実行して

いく仕組みに折り込み、組織に定着させていく

ことも共助においては、意識的に行う必要があ

ると考えられる。 
 

（２） 共助における達成感の重要性 

事前からの避難所運営の取り組みは、課題

解決に集中しがちであるが、会合を含め取り

組み自体を訓練と捉えるのであれば、そこに

通底する運営者のスキルアップの文脈が必要

である。事例対象の IT リテラシーを高める機

会を設けたことによるメンバーの参加意欲の

向上からもいえるように、スキルアップの文

脈に小さなステップやプロセスを用意し、参

加する個人が自分の成長や達成感を感じられ

ることが望ましい。特に、避難所運営委員会や

町会など善意の任意組織では運営者のモチベ

ーションにも繋がり、それを組織で共有する

ことが、組織全体の達成感にも繋がる。そのよ

うな文脈づくりが避難所運営や地域コミュニ

ティの災害対応力強化の要諦と考える。 

 

Ⅾ-1-4 避難所運営におけるデジタル化の可

能性 

（１） 避難所運営におけるデジタル化の考

察の方向性 

COVID-19 のパンデミックによる 大かつ

速の変化は、社会や経済の急激なデジタル化で

あるといっても過言でない。事例対象の避難所

運営においても同様で、オンライン会議の実施

や避難所運営マニュアルのデジタル化、リモー

トによる避難所支援など、COVID-19 感染拡大

前であれば、メンバーの理解に恐らく 3 年以上

かかっていたことが、2021 年の 1 年間で実現、

もしくは実現にむけた準備に入っている。災害

対策においても、この社会や経済の急速なデジ

タル化は、行政や住民の関係性を強化するオー

プンガバメントの可能性や、ESG 経営などが求

められる企業の関わり方にも変化を及ぼすと考

えられる。 
さらに、避難所運営業務におけるデジタル化

は、情報・コミュニケーションの視点から捉えて

も、事例対象で示した BOSS の活用にみられる

情報の共有・処理による業務の軽減や迅速な対

応、シニア層の在宅による業務、被災地外の専門

家とつながりによる適切な支援などからも、期

待できる要素を秘めている。リモートによる業

務や支援の可能性が生まれたことで、情報共有

できる新たな人的リソースの顔ぶれも広がり、

確保への道筋も見えてきている。これは、ステー

クホルダー自体の層を厚くし、増やせる可能性

があるということである。 
そこで、避難所運営におけるデジタル化の可

能性について、避難所運営と災害対策業務の連

携、支援者の確保と関係性の構築の２点を中心

に、考察を重ねる。 
 
（２） 避難所運営における情報関連業務と

デジタル化による変革 

２－１） 避難所運営業務における情報関連

業務 

 首都圏や地方、さらに、過去に大きな災害を

経験した地域などを織り交ぜた全国８か所※の

避難所運営マニュアルを参照し、避難所運営業

務に関連する情報を区分すると、４つに大別さ

れる。 
① 災害による被害・復旧に関わる情報：行政

や信頼できるメディアなどからの入手する

被害や復旧に関わる情報。避難所の情報掲

示板などで避難者や住民に提供。 
② 住民や避難者に関わる情報：避難所や地域

の住民の被害状況や健康、ニーズなど個人

に関わる情報。避難所での対応や行政の物

資の調達、罹災証明書などの発行や関連す
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る生活再建支援に繋がる情報。安否情報、

避難者収容情報、健康状態や居住環境の把

握、配慮が必要な人のニーズなど。 
③ 避難所施設・運営に関わる情報：避難所の

環境や避難者の収容状況など、避難所の状

況を報告するための情報。施設の環境改

善、衛生環境の保持などの支援につなぐ。 
④ 避難生活に関わる情報：避難者や住民の避

難生活の質を上げる情報。行政や地域住民

などから情報を収集し、避難所の情報掲示

板等で提供。 
 

これら４つに区分される情報は、避難所運営

業務の中で情報の収集、整理、区分、報告・共

有、提供のいずれかが行われる情報である。こ

れに加えて、行政ではこの情報と連携した災害

対策や支援の情報を扱う業務が発生するといえ

る。 
※全国 8 か所の避難所運営マニュアル：大船

渡市、木更津市、川崎市、静岡県、熱海市、南

伊豆町、岡山市、高知市（黒岩小学校）の避難

所運営マニュアル 
 

２－２） 被害・復旧に関わる情報の収集と

提供 

 災害時の被害情報は、避難所運営でも運営者

が参集する際に収集した地区内の被害情報を行

政に報告していく業務がある。地域 BWA の活

用により、運営者が被害の状況を画像に収め、

地区内のどこで誰が確認した情報かを紐づけ、

インターネット経由で行政に報告できるという

ことである。さらに、地区内の復旧や各種申請

などに関わる行政からの情報も PC やスマート

フォンなどの利用で具体的かつ簡易に避難者に

提供できる可能性もある。行政にとっても、収

集した情報をデータ化し、管理、提供する業務

の大幅な軽減が期待できる。 
 

２－３） 住民や避難者に関わる情報の収集

と活用 

 ②の住民や避難者に関わる情報は情報量が多

い上に、個人情報に該当するため、慎重な対応

が必要である。しかし、多くの避難所では、避

難者や地域の住民が避難者カードやボランティ

ア依頼カードなどに記載したものを運営者が転

記、データ入力するという状況が一般的であ

る。さらに、配慮が必要な避難者に対しては、

配慮のニーズの記入、もしくは聞き取りによる

情報収集、入力が追加して発生する。この避難

者や住民に関わる情報項目は、約１２０項目

（表 7）に及ぶ。 
 
 

表 7 避難者情報例 

 

区分 項⽬ 摘要・備考 区分 項⽬ 摘要・備考
⽒名 介護・障害認定 介護認定
⽒名 （ふりがな） 障害認定　級
性別 ・障害者⼿帳
年齢 ・愛の⼿帳
⽣年⽉⽇ （⻄暦） ・精神保健⼿帳
⽣年⽉⽇ （T・S・H・R） ⾝体状況 要介助・付き添い
住所 補助⽝同⾏
家族構成 歩⾏困難・歩⾏介助
世帯主 （続柄） ・⾞椅⼦の使⽤
世帯⼈数 ・⽩杖使⽤
家族の同⾏避難⼈数 移動要配慮・⽀援
乳幼児の同⾏有無 ⾷事介助
就労状況 トイレ介助
⾔語 着脱⽀援
家族の安否 コミュニケーション要配慮・⽀援
安否確認の公開 環境適応配慮
家族の避難状況 医療・福祉サービス かかりつけ医
緊急連絡先 かかりつけ薬局
ペット同⾏避難の有無 ペット種類、名前、飼養場所 ⽀援担当者・ケアマネージャー
避難の理由 福祉サービス提供者
避難所運営⽀援意志 意志の有無 補装具等の提供事業者

可能な⽀援 傷病者（既往）対応 ⾎液型
収容スペース（⼊室後） ＊医療的⽀援 既往症・療養中のケガ
避難所までの避難ルート 医療
避難時の周辺状況 ・通常の医療処置
移送・移動希望先 ⾃宅 ・医療器材（電源の使⽤有無）

仮設住宅・⺠間借上げ住宅 投薬
疎開避難（域外縁故） ・服⽤薬・持参量（●⽇分）・服⽤時間
福祉避難所（障害・介護） ・お薬⼿帳の携帯有無
福祉避難所（乳幼児） 要補装具

退所⽇ ・補装具の紛失・損傷の有無
退所後住所 ＊メンタル配慮・⽀援 配慮ニーズ
健康状態 体温 ・環境配慮（家族同伴、個空間）
（避難時⇒継続） ⾵邪様症状 ・観察配慮（徘徊、⾃傷・他傷等）

倦怠感 妊産婦対応 出産⽇・出産予定⽇
味覚・嗅覚障害 かかりつけ医
嘔吐・下痢 投薬
感染症感染状況 配慮ニーズ
・⾃宅療養者 ⾷事配慮 アレルギー
・濃厚接触者 病⼈⾷・介護⾷
・経過観察者 宗教（ハラル等）
・後遺症 環境配慮
・上記同居家族 ・シックハウス、アルコール・⾦属等のアレルギー

⾃宅の状況 ⾃⼰申告
応急危険度判定結果
建物被害認定調査結果

住家以外の被害 所有地の流出・⼟砂崩れ
⾞両等の破損、焼失
家財の損害

⽣計に関わる被害
ボランティア要請 依頼内容

⼈数
⽀援制度の希望 罹災証明書

その他制度

健康・感染管理

⽣活再建⽀援

⽣活・健康⽀援避難者基本情報
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避難者や住民にとっても、名前、住所、世帯

構成など、記入するカードが違えば、何度も同

じ項目を記入しなければならず、負荷をかけ

ていることは間違いない。さらに、過去の多く

の災害事例で行政や研究機関の多様なアンケ

ートが避難者や住民を疲弊させている状況が

みられる。 

このような状況を改善するためにも、事例対

象の避難所では、想定される避難者や地域で避

難生活を送る住民の情報の活用を踏まえ、情報

入手の段階からデジタルデータで管理、活用す

る ICT システム、「避難者・住民情報管理活用シ

ステム(仮)」の開発に向け、行政や関連する企業

などと調整を始めている。個人情報に配慮した

運用方法も併せ、実装化に向けた取り組みを加

速化させる。なお、災害直後、インターネット環

境の途絶が考えられる地域についても、オフラ

イン、オンラインともに使用できるシステムを

設計に加え、汎用性の高いシステムを検討する。 
 また、このシステムは、避難所運営業務の迅速

化や軽減、避難者、住民の負荷軽減、個人情報保

護などと並行して行政の業務軽減も念頭に置い

た設計を検討している。「災害関連死を抑止する」

という観点からいえば、行政職員の災害対応に

よる過労死や自死なども、決して捨て置けない

地域の課題だからである。 
行政の業務の軽減の例としては、図 10 のよう

に避難者の情報と罹災証明書の書式を紐づけて

おき、発行が簡易にできるなどが考えられ、これ

まで多くの人材や時間を割いていた業務が軽減

できる。また、物資の調達についても、総務省の

物資調達・輸送調整等支援システムのフォーマ

ットと紐づけておくことで、自動的に避難者や

住民のニーズに合わせた品目と数量を積算して、

手配することも可能である。これは、災害対策業

務全体にとっても、大幅な業務の軽減や迅速な

対応につながり、変革をもたらすといえる。さら

に、避難者や住民の被害や避難生活の状況の把

握も可能なため、誰にどのような支援が必要な

のかを紐づけることができ、復旧に向けた支援

の見積もりの迅速化が図れると考えられる。 
避難者や住民の避難生活における健康管理の

点からは、災害時の個人の健康、医療、介護のデ

ータ、PHR（Personal Health Record）として、

医療機関や福祉関係者、災害看護の専門家など

に繋ぐことが可能になる。また、避難生活でメン

タルやフィジカルに不調をきたした避難者や住

民の早期発見や避難生活が長期化した場合でも、

継続的な観察、支援のデータとして活用が期待

できる。それは、避難者や住民だけでなく、運営

者の健康管理にも役立てられ、メンタル、フィジ

カルの健康状態を把握し、状況に応じた再配置

やシフトの変更などにも紐づけられる。 
個人情報保護については、避難所の収容、利用

のルールと併せ、利用規約などの導入、行政と避

難所に情報管理者を配置、閲覧者の制限や用途

による閲覧情報の提供制限などの設計が必要で

ある。事例対象では、よこすか海辺ニュータウン

の「命より大事な個人情報などない」という理念

による活動を参考に、避難所の利用規約を作成

区分 項⽬ 摘要・備考 区分 項⽬ 摘要・備考
⽒名 介護・障害認定 介護認定
⽒名 （ふりがな） 障害認定　級
性別 ・障害者⼿帳
年齢 ・愛の⼿帳
⽣年⽉⽇ （⻄暦） ・精神保健⼿帳
⽣年⽉⽇ （T・S・H・R） ⾝体状況 要介助・付き添い
住所 補助⽝同⾏
家族構成 歩⾏困難・歩⾏介助
世帯主 （続柄） ・⾞椅⼦の使⽤
世帯⼈数 ・⽩杖使⽤
家族の同⾏避難⼈数 移動要配慮・⽀援
乳幼児の同⾏有無 ⾷事介助
就労状況 トイレ介助
⾔語 着脱⽀援
家族の安否 コミュニケーション要配慮・⽀援
安否確認の公開 環境適応配慮
家族の避難状況 医療・福祉サービス かかりつけ医
緊急連絡先 かかりつけ薬局
ペット同⾏避難の有無 ペット種類、名前、飼養場所 ⽀援担当者・ケアマネージャー
避難の理由 福祉サービス提供者
避難所運営⽀援意志 意志の有無 補装具等の提供事業者

可能な⽀援 傷病者（既往）対応 ⾎液型
収容スペース（⼊室後） ＊医療的⽀援 既往症・療養中のケガ
避難所までの避難ルート 医療
避難時の周辺状況 ・通常の医療処置
移送・移動希望先 ⾃宅 ・医療器材（電源の使⽤有無）

仮設住宅・⺠間借上げ住宅 投薬
疎開避難（域外縁故） ・服⽤薬・持参量（●⽇分）・服⽤時間
福祉避難所（障害・介護） ・お薬⼿帳の携帯有無
福祉避難所（乳幼児） 要補装具

退所⽇ ・補装具の紛失・損傷の有無
退所後住所 ＊メンタル配慮・⽀援 配慮ニーズ
健康状態 体温 ・環境配慮（家族同伴、個空間）
（避難時⇒継続） ⾵邪様症状 ・観察配慮（徘徊、⾃傷・他傷等）

倦怠感 妊産婦対応 出産⽇・出産予定⽇
味覚・嗅覚障害 かかりつけ医
嘔吐・下痢 投薬
感染症感染状況 配慮ニーズ
・⾃宅療養者 ⾷事配慮 アレルギー
・濃厚接触者 病⼈⾷・介護⾷
・経過観察者 宗教（ハラル等）
・後遺症 環境配慮
・上記同居家族 ・シックハウス、アルコール・⾦属等のアレルギー

⾃宅の状況 ⾃⼰申告
応急危険度判定結果
建物被害認定調査結果

住家以外の被害 所有地の流出・⼟砂崩れ
⾞両等の破損、焼失
家財の損害

⽣計に関わる被害
ボランティア要請 依頼内容

⼈数
⽀援制度の希望 罹災証明書

その他制度

健康・感染管理

⽣活再建⽀援

⽣活・健康⽀援避難者基本情報
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し、「あなたを助けるために必要な情報」として

個人情報の使途、取扱者を示し、避難者、住民か

ら同意をとる予定である。デジタルによるシス

テムも活用できる環境や仕組みがあって始めて、

必要な情報を必要な業務や支援に活かせる。 

 

図 10 避難者・住民情報管理活用システム(仮)
イメージ図 

２－４） 避難所施設・運営に関わる情報の報

告と共有 

避難所施設・運営に関わる情報は、運営者によ

る日々の避難所運営や施設状況の報告業務が主

だったものになる（表 8）。また、避難所の環境

を把握する避難所アセスメントなどへの対応も

ある。これらの情報は、未だ多くの避難所、行政

が FAX を連絡手段としているが、事例対象で示

した BOSS や「避難者・住民情報管理活用シス

テム(仮)」と紐づけることで、避難所運営、行政

ともに業務が軽減できる。避難所と行政の業務

のルールづくりは必要であるが、データでのや

りとりや蓄積、管理は確実性の高い情報共有の

面からも望ましい。 

 

２－５） 避難生活の関わる情報の特性と受

発信 

 避難生活に関わる情報は、初動期、応急期、復

旧・復興期とニーズが刻々と変化していくとと

もに、生活圏の情報ニーズが高まる。避難所を拠

点とした支援の情報や行政ではカバーしきれな

い地元の商店や事業者など企業の営業再開の情

報が避難生活を支える情報となり、その情報は、

幅広い年代の住民に届くメディアで提供する必

要がある。 
 このように地域メディアの活用や連携は、避

難所運営の避難者、住民に対する生活情報の入

手・提供の業務を間違いなく軽減できる。ま

た、情報をウォッチし、地区に関連する情報を

集約して提供する業務は、在宅や運営支援を求

める避難者の業務の領域としても検討される。 
 

表 8 避難所施設・運営関連報告情報例 

 

 

区分 報告内容 区分 報告内容
名称 医療救護所の設置
住所 医療チームの巡回
避難所種別 換気・室温管理
避難者受⼊居住エリア トイレ
初動期避難者受⼊数 ごみ
応急期以降避難⽣活者受⼊数 飲料⽔
近隣避難所 ⽣活⽤⽔
近隣医療救護所 下⽔道
災害拠点病院 ⼿洗い・⼿指消毒
運営組織協定先(⾃治体協定除く） ペット
担当職員・避難所運営本部⻑ 寝具
施設管理者 ⼈⼯呼吸器
防⽕管理責任者 在宅酸素
⼈命救助 透析
施設敷地の安全状況 要インスリン
施設の安全状況 妊産婦
備蓄倉庫の安全状況 要介助・付き添い
ライフラインの状況 歩⾏困難・歩⾏介助
通信設備・機器の使⽤状況 移動要配慮・⽀援
周辺地域の被災状況 トイレ介助
道路状況 着脱⽀援
⽕災発⽣ コミュニケーション要配慮・⽀援
避難者数 環境適応配慮
避難世帯 発熱
避難者数の増減の⾒込み 嘔吐・下痢
⾏政職員 咳・痰
施設管理者 療養対象者
住⺠運営者 濃厚接触者
避難世帯 感染疑い（症状・渡航）
避難者数 ヘルスサポート
　性別⼈数 ⽣活⽀援（法律等）
　75歳以上⼈数
　乳幼児⼈数（3歳以下）
　昼間⼈⼝
　夜間⼈⼝
登録在宅避難世帯
登録在宅避難者数

要ケアサポート者

有症状者

感染症者（疾病別）

専⾨チーム⽀援

医療⽀援

衛⽣環境

要医療サポート者

避難所施設基本情報

避難所情報（初動期）

周辺状況（初動期）

避難者情報（初動期）

参集者（初動）

避難所情報（応急期）

区分 報告内容 区分 報告内容
名称 医療救護所の設置
住所 医療チームの巡回
避難所種別 換気・室温管理
避難者受⼊居住エリア トイレ
初動期避難者受⼊数 ごみ
応急期以降避難⽣活者受⼊数 飲料⽔
近隣避難所 ⽣活⽤⽔
近隣医療救護所 下⽔道
災害拠点病院 ⼿洗い・⼿指消毒
運営組織協定先(⾃治体協定除く） ペット
担当職員・避難所運営本部⻑ 寝具
施設管理者 ⼈⼯呼吸器
防⽕管理責任者 在宅酸素
⼈命救助 透析
施設敷地の安全状況 要インスリン
施設の安全状況 妊産婦
備蓄倉庫の安全状況 要介助・付き添い
ライフラインの状況 歩⾏困難・歩⾏介助
通信設備・機器の使⽤状況 移動要配慮・⽀援
周辺地域の被災状況 トイレ介助
道路状況 着脱⽀援
⽕災発⽣ コミュニケーション要配慮・⽀援
避難者数 環境適応配慮
避難世帯 発熱
避難者数の増減の⾒込み 嘔吐・下痢
⾏政職員 咳・痰
施設管理者 療養対象者
住⺠運営者 濃厚接触者
避難世帯 感染疑い（症状・渡航）
避難者数 ヘルスサポート
　性別⼈数 ⽣活⽀援（法律等）
　75歳以上⼈数
　乳幼児⼈数（3歳以下）
　昼間⼈⼝
　夜間⼈⼝
登録在宅避難世帯
登録在宅避難者数

要ケアサポート者

有症状者

感染症者（疾病別）

専⾨チーム⽀援

医療⽀援

衛⽣環境

要医療サポート者

避難所施設基本情報

避難所情報（初動期）

周辺状況（初動期）

避難者情報（初動期）

参集者（初動）

避難所情報（応急期）
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（３） 避難所運営業務のデジタル化による

新たなステークホルダーとの連携 

 

３－１） オンライン支援による新たなステ

ークホルダー 

事例対象の避難所運営マニュアルのデジタル化

で示したように、リモートによる業務の可能性

は、大きく広がった（図 11）。運営者の在宅とい

うスタイルに加え、リモートによるオンライン

支援者についても、２つの方向性が考えられる。

1 つめは、分析で示した被災地外の専門家からの

リモート支援であり、２つめは、事前から地域と

関係性を持ち、災害対策や避難所運営の知見と

IT リテラシーを持つ被災地外の人々によるオン

ライン支援である。 
オンラインでの支援は、支援者側からいえば、

場所を選ばず、自分の空いている時間を使って

被災地を支援できることになる。専門家に対し

ても、地域と関係を持ち災害対策に知見を持っ

た人々に対しても、コーディネーションする仕

組みは必要であるが、インターネット上で興味

や関心によってつながったコミュニティなどと

の連携により、実現の可能性は広がるといえる。 
 

 
図 11 避難所を取り巻くステークホルダー 

 

３－２） 専門家からのリモート支援  

 専門家からのリモート支援については、医療、

看護の分野だけでなく、避難者の生活再建の相

談に応じられる法律家や、避難所運営の経験が

豊富な NPO なども挙げられ、災害体験のない、

もしくは少ない運営者にとって、個別具体的な

相談が可能になる。専門家との繋がり方は、発災

後の時間経過で変化する避難者、住民のニーズ

により、支援を求める専門家の領域や相談量も

変わってくると考えられるため、避難所運営業

務の流れを整理し、予め、想定される支援のタイ

ミング、内容などを事前にアドバイスをもらっ

ておくことが望ましい。それにより、想定してい

なかった対応や業務などの把握も可能になり、

骨太な避難所運営のイマジネーションも可能に

なる。同時に事前からの連携で、専門家側に地域

の基本情報や伝え、運営者との信頼関係の構築

にも繋がるといえる。 
 なお、行政職員に限れば、公務員限定のオンラ

インプラットフォーム「オンライン市役所」21)や

自治体のビジネスチャットツール「LoGo チャッ

ト」22)などを活用した災害時のリモート支援な

ども期待できる。特に、災害を経験した自治体職

員によるリモート支援は業務の効率化にも有効

と考える。 
 

３－３） 地域の関係人口×防災によるリモ

ート支援 

災害対策や避難所運営の知見とITリテラシー

を持つ被災地外の人材として、注目されるのが

「WAA ReSCue」の存在である。「WAA ReSCue」
は一人ひとりのウェルビーイングな生き方、働

き方をめざし、いつでもどこでも働けるワーケ

ーション（Work from Anywhere & Anytime）
を推進し、全国に約 2,500 人のメンバーがいる

コミュニティ「Team WAA！」23)の中で、ワーケ

ーション×防災に関心の高いメンバーが集まっ

てできたチームである。つまり、地域とワーケー

ションで関係を持ち、災害時にその地域を支援

しようというチームで、PMO のスキルや IT リ

テラシーが高い人材も多く、今後、関係地域で災

害が起きた際に現地で支援する、リモートで支
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援するなど、メンバーの時間や条件に合わせた

支援の方法を検討している。防災ワーケーショ

ンや支援者として災害対策を学ぶ人材養成プロ

グラムの実施などを進めており、地域のいわゆ

る関係人口として、災害時に機能できる人材を

めざしている。 
このようなチームの結成、拡大の背景には、オ

ンラインでゆるやかに繋がれる環境になったこ

とやテレワークへの理解が深まったことなどの

デジタル化の進展と、健康経営など社員のウェ

ルビーイングな働き方を進めなければ、組織経

営自体のコストや社会的評価のリスクに晒され

る企業側の意識があるといえる。そして、そのよ

うな人材と地域が繋がることで、災害時の新た

な人材、新たな支援のスタイルも実現できると

考えている。日本全体をフィールドとした共助

といえ、これからの災害対策を動かす新たな支

援の人材といえる。 
しかし、このような支援の人材を効果的に受

け入れるには、事例対象が取り組む避難所運営

マニュアルのデジタル化や住民側の受入意識な

ど、受援体制の確立が重要である。それは、避難

所運営だけでなく、地域の災害対策全般につい

ても同様で、意思とスキルを持った人々と効果

的につながる仕掛けや巻き込む仕組みづくりが

求められていることは、確かである。 
 

（４） デジタル化が加速する行政と住民の

協働による災害対策 

2009 年アメリカのオバマ大統領は、データを

オープンにする透明性（Transparency）、市民も

政府の意思決定に参加する（Participation）、市

民・政府が協働する（Collaboration）の３つの

原則に基づいた関係性の強化を表明した 24)。市

民が政府の文書や手続にアクセスする権利など

を保障し、オープンで透明性のある政府、オープ

ンガバメントの概念である。インターネットの

普及を背景に、組織の枠を超えた官民連携をめ

ざし、政府のデータをオープンにして市民の政

治参加を拡大・深化し、市民に課題を解決しても

らう取り組みである。日本でも 2011 年から経済

産業省を中心に取り組みが始まり、現在では各

省庁がデジタル・ガバメントを推進している。 
このオープンガバメントの手法は、地域の課

題解決でも取り入れられるようになり、東京大

学公共政策大学院などが牽引し、行政と住民が

一体となった協働の事例も多数生まれてきてい

る 25)。災害対策についても、オープンガバメン

トはこれからの課題解決の主流となると考えら

れる。よく耳にする「行政がやってくれないから、

災害対策が進まない」、「住民がなかなか防災訓

練に参加してくれない」などの状況は、行政と住

民の間に開かれたコミュニケーションや施策に

対するデータの開示が少ないからともいえる。

事前から発災、その後の復旧まで、行政が持つデ

ータと想定される取り組みを、透明性を持って

示し、住民が参加できる連携、協働の場を用意す

ることで、行政と住民の間に信頼が生まれ、新た

な関係性を実現する。それをもとに、住民のアイ

デアやスキルを活用した協働を図るという考え

方は、行政も住民も被災する巨大災害を前に、公

助と共助をこえた繋がり方であるとともに、望

まれる連携のカタチであるといえる。 
それを後押しするのは、インターネットやス

マートフォンの普及と COVID-19 による生活者

の意識変化である。LINE 代表取締役 CWO の

慎ジュンホは COVID-19 の感染拡大による新た

な現象の一つとして、新しい問題の解決に直接

参加したいと考えているインターネットユーザ

ーが増えていることを指摘している 26)。つまり、

行政は COVID-19 の影響によるデジタル化の進

展で、容易になった住民との連携の機会と、課題

解決に参加意思を持つ住民というオープンガバ

メント実現のための２つの武器を手に入れたこ

とになる。 
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（５） その地区、その避難所にあったデジタ

ルの活用 

 ここまで、避難所運営におけるデジタル化の

可能性を考察してきたが、IT ツールやシステム

を手にしても使いこなせなければ有効な活用は

できない。そのためには、避難所運営に関わるイ

ンターネットでの情報の受発信や防災無線、

SNS、トランシーバーなどの通信機器を統合し

た情報共有・指示連絡系統の再設計、訓練、デジ

タル情報を活用できる環境や仕組みが必要であ

る。 
さらに、訓練により地区や運営者にあった情

報システムの構築を促し、その地区、その避難所

にあった情報通信関連業務を選択しなければな

らない。避難者、住民、運営者、支援者、そして

行政職員にとって、どのようなスタイルが一番

使いやすく、使いこなせるのか、情報弱者を生ま

ない、誰ひとり取り残さない避難所運営に向け

て、IT リテラシーの向上とともに模索していく

必要がある。 
 

Ⅾ-1-5 避難所を中心とした地域の災害対策

における企業との連携 

（１） 地域の災害対策における企業との連

携の方向性 

地区内における企業との連携は、世田谷区が

進める協定の例や事例対象の財源等で示した通

り、事前の避難所運営の財源は乏しく、直接、企

業とビジネスという形で連携するのは難しい。

連携できても、行政が避難所や地域に必要と判

断する公助の枠組みの物品の購入やシステムの

導入、警備等のアウトソーシングによるスタイ

ルで、避難所運営や町会の意向は十分に反映さ

れず、企業の力を活用した避難所運営の実現の

可能性は低い。 
そこで、避難所運営や地域における企業連携

は、行政、企業、住民という 3 者の視点と、企業

の連携スタイル自体の考察が必要である。ここ

では、行政と住民の距離を近づけ、共助への資金

の流入を図る仕組みによる連携の方向性から考

察する。 
 

（２） 共助への資金流入を図る仕組みと企

業との連携 

企業の社会課題解決型の取り組みに対する企

業評価は、ESG 投資や Z 世代などの生活者の意

識に根付き始めている。災害対策を含めたSDGs
にも注目が集まり、多くの企業が SDGs を意識

した経営戦略を打ち出している。その中で、共助

に資金を流入する方法として考えられるのが企

業版ふるさと納税である。企業版ふるさと納税

27)の正式名称「地方創生応援税制」が示す通り、

行政が策定し、国が認定した地域再生計画の事

業に対して企業が寄付を行う仕組みで、公助を

経由した共助への資金流入の流れである。投資

家も企業の取り組みとして認知しており、近年

では、ファンド系の事業者などの参入も見られ、

社会課題と企業との距離感の変化が把握できる。 
 

 

図 12 企業版ふるさと納税 緊急寄付支援活

動 28) 
（出典：PR TIMES JTB プレスリリース） 

 

令和 2(2020)年 7 月豪雨の際には緊急寄付支

援活動 28)として、企業版ふるさと納税で、災害

支援の NPO やボランティアセンターに資金提
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供などを行った（図 12）。このような仕組みが事

前の災害対策にも適用されることが共助の活動

を活発化するといえる。また、地域再生計画に避

難所等の共助による地域づくりのプロジェクト

を織り込み、企業からの資金を流入する方法も

考えられる。その場合、行政の共助を支援する姿

勢と、共助の担い手側のプロジェクト遂行力が

必要といえる。 
なお、事例対象が立地する世田谷区などの特

別区は東京都と一体とされた地方交付税不交付

団体であるため、対象外となり企業版ふるさと

納税は適用できない。 
 

Ⅾ-1-6 地域で循環させる災害対策のマネタ

イズ 

 

（１） 地域住民の寄付という共助 

 地域の災害対策に資金を循環させる方法とし

て、個人によるふるさと納税やクラウドファン

ディングがある。地域の避難所運営や防災活動

をプロジェクト化し、地域の内外から寄付を募

る方法である。特に、同じ地区の住民やその地区

の出身者などに、地域を災害から守るための活

動としての認識を促し、地区内で共助の資金を

循環させることは、寄付者にとっても足元の地

域の活動の把握や災害時には受益者となるメリ

ットもある。また、Z 世代やネットユーザーの社

会課題解決への意欲などの取り込みも検討でき

る。 
 ふるさと納税を共助の活動資金にできれば、

善意だけに頼らない安定的な事前対策の取り組

みとして、運営に協力した住民の対価も確保で

きることになる。避難所運営や防災活動に対価

を考えるかという議論はあるが、消防団員に対

し、特別職の公務員の扱いとはいえ、活動手当や

慰労金などが支払われていることを考えれば、

避難所運営や防災活動に知恵や時間を使って、

地域のために貢献している住民に報いる仕組み

があってもおかしくない。さらに、COVID-19 流

行下の令和２（２０２０）年 7 月豪雨の際に熊

本県でみられた、ボランティアの安定的な確保

のための有償化に道筋もつけることができる。

ふるさと納税やクラウドファンディングの活用

で、地域の共助を共助で賄い、地域のために汗を

かいた人に報いて、マネタイズする全うな考え

方といえる。 
そのためには、避難所運営や地域の防災活動

の実施主体が寄附の受け皿となり、活用に責任

を負える組織であることが求められる。事例対

象でいえば、町会などを中心に非営利組織を立

ち上げ、避難所運営や地域の防災活動を行う考

え方である。多様な機関との連携、災害対策の専

門的な知見などを呼び込むためにも、これから

の避難所運営を考える上で重要な課題といえる。 
 

（２） 地域住民の災害対策の活動が地域の

経済を回す 

 地域の災害対策に汗をかいた人に報いる仕組

みは、避難所運営や地域の防災活動に携わる住

民を対象とするだけでなく、多くの住民を災害

対策の活動に引き込む効果があるといえる。仕

組みとしては、地域通貨や地域ポイントなどを

活用し、災害対策の活動を紐づけることが考え

られる。事例対象が立地する世田谷区に当ては

めると、避難所運営の活動に参加する、避難所運

営の防災訓練に参加するなどにより、地域ポイ

ントのせたがや Pay29)にポイントが還元され、

貯まったポイントは地域の商店街や店舗で使え

るなどの工夫が考えられる。金額的には僅かで

も、自分の災害対策の活動がポイントで可視化

されることでモチベーションをあげ、活動のイ

ンセンティブとして、地域の災害対策を地域の

経済につなげる意図である。住民への災害対策

を後押しする共助の視点からも変革を起こす起

爆剤になる可能性がある。 
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Ⅾ-1-7 地域で進めるインクルーシブな災害

対策 

2015年の第 3回国連世界防災会議で採択され

た「仙台防災枠組」により、インクルーシブ防災

として「誰ひとり取り残さない」防災に注目が集

まっている。行政の文書等でも、「要配慮者」か

ら「配慮を要する者」という置き換えが目立つよ

うになってきた。この社会的包摂と訳されるソ

ーシャル・インクルージョン、インクルーシブ社

会とは、社会を構成する全ての人が多様な属性

やニーズを持つことを前提に、性別や人種、民族

や国籍、出身地や社会的地位、障害の有無などの

属性による排除や分け隔てられることなく、誰

もが地域で当たり前に存在し、生活できる社会

といえる。 
災害対策においても、地域に暮らす多様な

人々が人としての尊厳を冒されることなく、健

康と安全を保持することを目的に、事前の段階

から、健康的・社会的に脆弱な人々のニーズを踏

まえた計画をもとに、支援を必要とする人が必

要な支援を受けられる災害対策の仕組みと対応

を目指すことが求められている。さらに、個人の

視点や能力を支援に活かす意志があれば、脆弱

な側面を持つ人々も支援に回り、地域、行政、支

援団体など様々なステークホルダーとの協働で、

一人ひとりが日常生活を取り戻せるようになる

まで、支えあえる状況を生み出す必要がある。 
事例対象の避難所運営でも、インクルーシブ

な考え方に基づき、施設の利用計画や収容計画

を策定している。移動が難しければ、介助しやす

い場所に収容する、性別に関係なく使用できる

トイレを用意するなど、考えられるニーズを施

設の利用や収容計画に落とし込みつつ、障害が

あっても避難所での生活にハンディキャップが

なければ、一般の人と同じルールで収容し、さら

に、避難所運営をサポートする意思があれば、サ

ポートしてもらうという考え方である。 

また、「配慮が必要な人が要配慮者」という位

置づけで、「避難者・住民情報管理活用システム

(仮)」により、避難者一人ひとりのニーズを把握

し、必要な配慮や支援を行うことにより、インク

ルーシブな避難所運営をめざしている。これは、

避難所を拠点とした地区内にいる避難者への支

援にも同様で、物資や情報だけでなく、健康ニー

ズへの対応にも適用できる。 
本報告書では、運営者、支援者、避難者など便

宜上、区分して表記したが、首都直下地震など想

定される巨大地震に対し、総力戦で戦わなけれ

ば、乗り切ることができないといわれる中で、共

助の現場では、運営者や避難者などの立場を超

えて、そこにいる人々が支えあわなければ、運営

は立ち行かない。地域の拠点となる避難所がイ

ンクルーシブな視点で機能し、COVID-19 がも

たらしたデジタル化などの変化も味方にして、

行政や企業を始め様々なステークホルダーと効

果的に連携することが、災害を乗り越え、復旧、

復興後の地域をつくる原動力になる。 
 

Ⅾ-2 ICT を活用した避難所運営支援の調査 

 

これまで避難所運営の課題解決に向けた取り

組みについて検証し、避難者や住民の情報や避

難所の運営、施設状況の情報を起点とするシス

テムの考察も行ってきた。そこで、現状の避難所

運営業務に関わる ICT システムを体系的に整理

し，円滑な避難所運営に資する ICT システムの

活用や今後開発が期待されるシステムやその活

用法に関して考察する。 
 

 

Ⅾ-2-1 避難所運営業務と ICT システムを活

用したシステムの紐づけ 

42 種の避難所運営業務ごとに効率化に繋がる

と考えられる ICT システムをインターネット上
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で検索し収集した。収集にあたっては，下記の 3
つの視点を重視した。 
・ 避難者の利便性の視点からではなく、運営

業務を効率化、円滑化するもの 
・ 避難者の特性から対象者個人を事前に特定

できない場合でも活用できるもの 
・ デジタル技術の発達のスピードを考慮し、

直近 5 年間に活用、導入されているもの 
 
検索サイトは YAHOO!JAPAN を使用し、「避

難所運営業務 ICT」、「避難所 避難者数 ICT」
など避難所運営や業務内容に関連する用語で検

索したが、該当するシステムの機能に避難所運

営に関わるものがないかを確認し、表 9 のよう

に避難所運営の業務内容に紐づけた。なお、一つ

のシステムで複数の業務内容に跨るものはそれ

ぞれに紐づけるものとした。なお、参考までに表

10 には、避難所運営以外の避難支援等の ICT シ

ステムを示す。 
 

Ⅾ-2-2 避難所運営業務と活用可能な ICT シ

ステムのシステム数 

42 種の避難所運営業務は、避難者数により業

務の負荷に大小はあるが、運営上必要な業務工

程、業務内容はどの地域の避難所でも概ね同様

と考えられる。 
また、業務の効率化につながると考えられる

ICT システムは 27 種類が確認できた。この中に

は、システム上の実用化の目途は立っているも

のの開発・企画中のシステム、実証実験で効果は

確認されたが社会実装が進んでいないものも含

まれており、現段階で導入、活用が可能なシステ

ムは 19 種類にとどまった。27 種類のシステム

の機能は、「報告等情報の処理の効率化が期待で

きるシステム」、「状況を分析し対応判断の支援

に効果が期待できるシステム」、「適切な情報の

収集・集約・提供を期待できるシステム」の 3 つ

に大別できることが把握できた。 
 

Ⅾ-2-3 避難所運営業務への ICT システム開

発・導入の 7 つの課題 

 避難所運営業務に着目した ICT システムの収

集では、 終的に約 130 件の防災全般に関わる

ICT システムから避難所運営業務に関わるシス

テムを抽出した。しかし、適応する ICT システ

ムは 27 種類、現段階で導入、活用が可能なシス

テムは 19 種類という結果となった。抽出作業か

ら把握できた傾向や課題は、下記の７つに分類

された。 
1) 東日本大震災時の稼働システムの提供が終

了し、開発も終了 
2) 共同開発のケースが多く、採算性や維持の

負荷が大きい場合は主体者不在 
3) 実用化の可能性は高いが、自治体の予算や

避難所間の公平性が課題 
4) 開発側に避難所運営業務への知見が不足 
5) 避難所運営業務には、収容スペースの準備

等 ICT システムを導入できない人手による

作業も多い 
6) 自治体の災害対応業務全般の ICT システム

の導入は進んでいても、避難所運営の業務

とリンクしていない 
7) 運営要員に IT や ICT システムへの拒絶感、

苦手意識がある 
 

さらに、ICT システム活用と並行し、避難所

運営業務の抜本的な見直しも可能であることが

わかった。また、人手による作業も多いことから、

IOT の導入も避難所運営の効率化には、大きな

期待が寄せられる。 
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表 9 避難所運営業務と紐づく ICT システム 

 

 

時間
期間 項⽬ 業務内容 No ICTシステム名称 開発・提供者

避難所施設の鍵の開錠 ① LPWA網を活⽤した避難所の開錠と避難者数
の⾃動通報

熊本県御船町

運営要員の参集 ② クラウドGISによる災害時の道路情報の提供「し
ずみちinfo」

静岡市建設局、(株)トヨタIT開発センター

参集時に把握した周辺被害状況の情報収集 ー ー ー
運営要員の再配置 ー ー ー
避難所開設・運営業務、⼿順の確認 ➂ 災害対応業務⼯程管理システムBOSS 東京⼤学⽣産技術研究所
避難所施設の安全確認 ④ 「スマートシティたかまつ」プロジェクト　防災分野

におけるIOT利活⽤
⾹川県⾼松市

ライフラインの確認 ⑤ ライフラインの被害状況⼀元把握システム
IBM インテリジェント・オペレーショ ン・センター

⽇本アイ・ビー・ エム 
避難所開設判断、報告 ⑥ 避難所情報共有システムCOCOA 東京⼤学⽣産技術研究所
待機避難者数の確認、報告 ⑦ ニューノーマルな時代、避難所の3密と感染拡⼤

をどう防ぐ
〜AIによる画像解析技術と⼈流シミュレーション
技術の実証実験

富⼠通

備蓄物資の在庫管理 ⑧ 総合防災情報管理システム　CRMate 富⼠通
避難者名簿の作成 ⑨ 災害時避難所⽀援システム　避難所てだすけく

ん
浜松職業能⼒開発短期⼤学校、他

⑩ J-anpi NTT、NHK、 NTTレゾナント
⑪ 防災チャットボット「SOCDA」 防災科研、情報通信研究機構、(株)ウェ

ザーニュース、LINE(株)⑫ 準天頂衛星を活⽤した「衛星安否確認サービス
（Q-Anpi)」

内閣府

⑬ ICT防災・減災システム　地域防災SNS ⼭梨⼤学
⑦ ニューノーマルな時代、避難所の3密と感染拡⼤

をどう防ぐ
〜AIによる画像解析技術と⼈流シミュレーション
技術の実証実験

富⼠通

⑭ ICカードによる避難者数、属性を把握　防災・
減災管理システム

(株)⽇⽴国際電気

⑮ 災害初期に避難所を助けるシステム 熊本⾼等専⾨学校、防災科研
⑯ 情報の可視化・解析システム　⾼度⾃然⾔語

処理プラットフォーム
NEC　アービムコンサルティング(株)

⑰ 「スマートシティたかまつ」プロジェクト　防災分野
におけるIOT利活⽤

⾹川県⾼松市

運営要員のシフト作成 ⑱ SHIFT 東京⼤学⽣産技術研究所
必要物資の把握、依頼、調達 ⑲ 物資調達・輸送調整等⽀援システム 内閣府

② クラウドGISによる災害時の道路情報の提供　し
ずみちinfo

静岡市建設局、(株)トヨタIT開発センター

⑳ 避難所等へのTV電話による遠隔健康相談 NTT東⽇本等 
㉑ 経済産業省 復旧・復興⽀援制度 データベース ⽇本マイクロソフト
㉒ 避難⽣活者⽀援広報誌編集サイト 伊藤忠テクノソリューションズ
㉓ ICTを⽤いた地域情報提供システム

Infocanal
NTT⻄⽇本、NTTアドバンステクノロジ

㉔ まちケアコモンズ データクレイドル
㉕ 東京防災プラン2021　防災（語学）ボランティ

ア派遣マッチングシステム
東京都

⑭ ICカードによる避難者数、属性を把握　防災・
減災管理システム

(株)⽇⽴国際電気

⑮ 災害初期に避難所を助けるシステム 熊本⾼等専⾨学校、防災科研
飲料⽔・⾷料品の配布 ⑮ 災害初期に避難所を助けるシステム 熊本⾼等専⾨学校、防災科研
緊急避難者の退所確認 ⑭ ICカードによる避難者数、属性を把握　防災・

減災管理システム
(株)⽇⽴国際電気

職員、運営要員の配置の⾒直し ⑱ SHIFT 東京⼤学⽣産技術研究所
要配慮者、避難者のニーズ把握 ㉖ 総合防災情報管理システム　CRMate　避難

所アセスメント
富⼠通

備蓄物資・⽀援物資の配布、在庫管理 ⑧ 総合防災情報管理システム　CRMate 富⼠通
⑳ 避難所等へのTV電話による遠隔健康相談 NTT東⽇本等 
㉗ 東京防災プラン2021　外国⼈のためのオンライ

ン専⾨相談
東京都

⽣活再建⽀援情報の提供 ㉑ 経済産業省 復旧・復興⽀援制度 データベース ⽇本マイクロソフト

安否照会対応

避難所の収容状況の確認、報告

避難者への情報提供

避難者の出⼊り確認

各種相談窓⼝の開設

避難
⽣活
⽀援

避難
⽣活
⽀援

避難者
受⼊

応急期

避難所
開設
準備

初動期
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表 10 避難所運営以外の避難支援等の ICT システム 

 

 

Ｅ．結論 

 

本研究は、①オールハザード・アプローチによ

る公衆衛生リスク分析・アセスメントモデルの

作成、および②平時から事案発生時にシームレ

スに稼働するインテリジェンス機能を目指し、

基礎情報の収集・調査を行った。 
①オールハザード・アプローチによる公衆衛

生リスク分析・アセスメントモデルの作成につ

いては、災害時に公衆衛生上の問題が顕著とな

る避難所運営を対象として研究した。国・地方自

治体（都道府県）におけるリスクプロファイルの

原案の観点からも、オールハザードで対応が求

められる避難所運営を対象とすることが妥当で

あると考え、避難所運営を対象としてリスク分

析とアセスメントを行った。その結果、行政が体

系的な公衆衛生リスクプロファイルの構築にあ

たり、優先すべきハザード・脅威を特定し、適切

な対策を講じる上での基礎資料を整理した。 
また、②平時から事案発生時にシームレスに

稼働するインテリジェンス機能のために、災害

対応業務に着目し、47 種の災害対応業務の全体

像の把握、42 種の避難所運営業務を整理し、災

害対応工程管理システム BOSS を提案した。そ

の結果、行政の災害対策本部等におけるインテ

リジェンス機能の整備・構築に必要とされる要

素としての災害対応業務を明らかにした。また、

インテリジェンス機能の効果的な運用を可能に

する人的・物的リソースの配備・デジタル社会に

対応した技術活用のあり方を示し、災害対策本

部機能の拡充・効率化のために、避難所運営業務

に関連する情報システムを調査し、今後研究開

発が必要とされる情報システムについての示唆

を得た。 
 

参考文献： 
1) Qualtrics XM Institute：報告書 「2021 年

度グローバル消費者トレンド」 
2) 熊 本 市 ： リ モ ー ト 災 害 対 策 訓 練

https://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub/
detail.aspx?c_id=5&id=34705&class_set_
id=3&class_id=535 

3) ム ー ン シ ョ ッ ト 型 研 究 開 発 制 度 ：

https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/ind
ex.html 

4) バ ッ ク キ ャ ス ト 事 例 ： https://www. 
env.go.jp/policy/info/ult_vision/com02/mat
01.pdf 

5) アート思考の定義と歴史：https://artth 
inkingjapan.org/what-is-art-thinking/  

区分 情報 No システム名称 開発・提供

指定外避難所 指定外避難所の把握 1 防災アプリ「ツナガル+（プラス）」 福岡県福岡市
（公財）⽇本財団

避難⾏動 避難所への避難 2 情報の可視化・解析システム
⾼度⾃然⾔語処理プラットフォーム

NEC
アービムコンサルティング(株)

要援護者の把握 3 要援護者の位置情報の⼀元管理システム
要援護者⽀援システム

セールスフォース・ドットコム

避難所への避難 4 会津若松市の市⺠向けポータルサイト「会津若
松＋（プラス）」

避難所への避難 5 防災情報「全国避難所ガイド」
避難所への避難 6 ひろしま避難誘導アプリ「避難所へGo︕」
避難所収容状況 7 避難所の収容状況把握システム

VACAN　Maps
(株)バカン

避難所収容状況 8 「みたチョ」は、AR技術を駆使した避難所案内ア
プリ

萬友商事

安否確認 9 災害⽤⾳声お届けサービス KDDI 
⽣活再建⽀援 10 被災者⽣活再建⽀援システム NTT東⽇本 
全体⽀援活動 11 避難・緊急活動⽀援統合システム

CPS4D
内閣府
防災科研
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6) 日経 BP：新・公民連携 前線 PPP まちづ

くり https://project.nikkeibp.co.jp/ppp/ 
7) 金融庁：サステナブルファイナンス有識者

会議 2021 年 1 月 21 日、https://www. 
fsa.go.jp/singi/sustainable_finance/siryou
/20210121/04.pdf 

8) 世田谷区：地域防災計画 令和３（2021）
年修正 

9) 世田谷区：業務継続計画（震災編） 平成 30
（2018）年修正  

10) 世田谷区：上町地区防災計画 
11) 世田谷区：平成 28 年度世田谷区土地利用現

況調査 
12) 世田谷区立桜小学校 HP： https://school. 

setagaya.ed.jp/sara/ 
13) 世田谷区：避難所運営マニュアル（標準版） 
14) 世田谷区：避難所運営マニュアル【追補】 
15) 内閣府等：「新型コロナウイルス感染症対策

に配慮した避難所開設・運営訓練ガイドラ

イン（第３版） について」(2021 年 6 月 16
日 公 表 ) ： http://www.bousai.go.jp/ 
taisaku/pdf/corona_hinanjo03.pdf 

16) イッツ・コミュニケーションズ(株)HP： 
https://www.itscom.co.jp/corporate/nrelea
se/fy2021/20210819.htm f 

17) 総務省：放送を巡る諸課題に関する検討会 
災害時の放送の確保に関する検討分科会 
報告書 令和２（2020）年７月、https://www. 
soumu.go.jp/main_content/000700956.pdf 

18) 一般財団法人ダイバーシティ研究所:新し

い 避 難 様 式 計 算 シ ー ト  https:// 
diversityjapan.jp/disaster2020/covid19-
refuge-sheet.html 

19) 沼田宗純、井上雅志、目黒公郎：災害対応業

務のフレームワークの構築～2011 年東日

本大震災・2015 年関東・東北豪雨・ 2016
年熊本地震の災害対応業務の分析結果を踏

まえて～ 土木学会論文集 A1、Vol. 73、No. 
4. 

20) OODA ル ー プ  Wikipedia ：

https://ja.wikipedia.org/wiki/OODA%E3%
83%AB%E3%83%BC%E3%83%97 

21) オンライン市役所 HP：  https://www. 
online-shiyakusho.jp/ 

22) (株)トラストバンク：LoGo チャット、

https://www.trustbank.co.jp/newsroom/ne
wsrelease/press422/ 

23) Team WAA ！ : https://team-waa.com/ 
news_ct/rescue 

24) 奥村裕一：オバマのオープンガバメントが

意味するもの ～今後も続く完成への長い

道のり～ 季刊 制作・経営研究、Vol. 4、
2010. 

25) チャレンジ！オープンガバナンス：

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/padit/ 
cog2021/ 

26) Logmi Biz:オードリー・タン氏が語るテク

ノロジーの３つの役割 コロナウイルス対

策での「速い、公平、楽しい」の実現、

https://logmi.jp/business/articles/323622 
27) 内閣府：地方創生応援税制（企業版ふるさと

納税）に係る地域再生計画認定（令和 3（２

０２１）年度第 3 回）について 令和 3（２

０２１）年 11 月 26 日 
28) 企業版ふるさと納税サイト「ふるさとコネ

クト」による令和 2 年 7 月豪雨への寄付：

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000
625.000031978.html 

29) 世 田 谷 区 ： せ た が や Pay 、 https:// 
setagayapay.com/ 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし。 

 

Ｇ．研究発表 

(1) 論文発表 
・ 田中奈美・沼田宗純：災害対応検証報告書にお

けるペットに関する課題分析を踏まえた組織

別の災害対応業務フローの構築―川崎市を事

例として―、地域安全学会論文集 NO.40（電子

ジャーナル論文），2022.3. 
(2) 学会発表   
 なし。 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし。 

2. 実用新案登録 ：なし。 

3. その他 ：なし。 
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Vの
人
間
の
症
例
密
度
間
の
有
意
な
関
連
を
調
査
表
示
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G
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ベ
ー
ス
の
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
感
染
モ
デ
ル
の
開
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 c
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ra
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N
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 st
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ze

d 
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un
ty
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nd

 th
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m
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es
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ib

le
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r t
he
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 o

f W
N

V 
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e 
an

d 
di

sp
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ye
d 

on
 

th
e 

ge
og

ra
ph

ic
 in

fo
rm

at
io

n

ヒ
ト

W
N

V感
染
サ
イ
ク
ル
、
年
間
降
水
量
と
平
均
気
温
の
傾
向
、
郡
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
各
州
の

ヒ
ト

W
N

V症
例
の
地
理
的
位
置
、

W
N

Vの
蔓
延
の
原
因
と
な
っ
た
蚊
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
地

理
情
報
上
に
表
示
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G
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od
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s s
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l h
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an

 ri
sk
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r W
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t N

ile
 v

ir
us

 in
 

M
is

si
ss

ip
pi
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
に
お
け
る
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
の
人

体
へ
の
リ
ス
ク
を
示
唆
す
る
鳥
類

G
IS
モ
デ
ル

U
SA

-
M

od
el

ed
 e

nv
ir

on
m
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ta

l c
on

di
ti

on
s s

ui
ta
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e 

fo
r m

os
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t u
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ng
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 d
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iv

e 
W

N
V 
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sk

 m
ap

s f
or

 M
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ss
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pi

; v
ar
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bl

es
 im

po
rt

an
t t

o 
th

e 
sp
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f W

N
V 

w
er

e 
se
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ct

ed
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nd
 

cl
as

si
fie

d 
as

 st
at

ic
 a

nd
 d

yn
am

ic
.

ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
の

W
N

Vリ
ス
ク
マ
ッ
プ
を
導
出
す
る
た
め
に
、

G
IS
を
使
用
し
て
蚊
の
生
息
地
に
適

し
た
環
境
条
件
を
モ
デ
ル
化
。

W
N

Vの
普
及
に
重
要
な
変
数
が
選
択
さ
れ
、
静
的
お
よ
び
動
的
と

し
て
分
類
。
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エ
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ル
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イ
ル
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Ep
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io
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, P
ro

gr
am

m
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g,
 In
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rm

at
io

n 
an

d 
Ri

sk
 

An
al

ys
is
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス

 
獣
医
疫
学
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
情
報
・
リ
ス
ク
分
析
の
た
め
の
国
立
参
照
セ

ン
タ
ー

イ
タ
リ
ア

-
Th

e 
ri

sk
 o

f i
nf

ec
ti

on
 to

 h
um

an
s m

us
t b

e 
as
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ss

ed
 b

y 
st
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ng
 b
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, i
ns

ec
ts

, a
nd

 m
am

m
al

s,
 

an
d 

al
l m

ea
su

re
s t

ak
en

 to
 p

re
ve

nt
 in

fe
ct

io
n 

(v
ec

to
r c

on
tr

ol
, d

on
at

io
n 

of
 b

lo
od

, b
lo

od
 

co
m

po
ne

nt
s,

 o
rg

an
s,

 a
nd

 ti
ss

ue
s)

 m
us

t b
e 

im
pl

em
en

te
d.

鳥
類
、
昆
虫
、
哺
乳
類
の
調
査
に
よ
り
ヒ
ト
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
取

れ
る
す
べ
て
の
手
段
〈
ベ
ク
タ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
血
液
・
血
液
成
分
・
臓
器
・
組
織
の
提
供
〉
を

実
施
す
る
事
。
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os
.o
rg
/p
lo
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e.
00
96
93
5#
s1

「
ギ
リ
シ
ャ
の
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
と
マ
ラ
リ
ア
の
統
合
監
視
お

よ
び
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

ギ
リ
シ
ャ

M
od

el
in

g 
re

su
lt

s s
ho

w
 th

at
 p

os
it

iv
e 

w
ild

 b
ir

d 
ou

tb
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ak
s c

or
re
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te
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it

h 
hu

m
an

 W
N

V 
ri

sk
 a

nd
 

ca
n 
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ci

lit
at

e 
th

e 
re
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gn

it
io

n 
of

 n
ew

 h
ig

h-
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sk
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 w
he

re
 d

is
ea

se
 m

ay
 sp

re
ad

 fu
rt

he
r a

nd
 th

e 
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se
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m
en

t o
f e

nv
ir
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m
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l v
ar
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bl

es
 th

at
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 th
at

 ri
sk

. W
it

h 
th

is
 a

pp
ro

ac
h,

 a
 ri

sk
-

ba
se

d 
m

ap
pi

ng
 sy

st
em

 c
an

 b
e 

cr
ea

te
d 

to
 a

ss
is

t a
nd

 g
ui

de
 W

N
V 

di
se

as
e 

su
rv

ei
lla

nc
e,

 
m

on
it

or
in

g,
 a

nd
 c

on
tr

ol
.

モ
デ
リ
ン
グ
の
結
果
、
陽
性
の
野
鳥
の
発
生
が
人
間
の

W
N

Vリ
ス
ク
と
相
関
し
て
お
り
、
病
気
が

さ
ら
に
広
が
る
可
能
性
の
あ
る
新
し
い
高
リ
ス
ク
領
域
を
認
識
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク
に
寄
与
す
る
環

境
変
数
の
評
価
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
て
、

W
N

Vの
病
気
の
監
視
、
監
視
、
お
よ
び
制
御

を
支
援
お
よ
び
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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 c
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e.
 It
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ff
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s 
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os

pa
tia

l i
ns

ig
ht

s,
 d

at
as

et
s,

 re
al

-t
im

e 
im

ag
er

y,
 a

nd
 b

ig
 d

at
a.

 It
 h

as
 a

pp
lic

at
io

ns
 in

 
na

tu
ra

l r
es

ou
rc

e 
pr

ot
ec

tio
n 
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d 

se
cu

rit
y,

 a
gr

ic
ul

tu
ra

l a
nd

 fo
re

st
ry

 la
nd

 m
ap

pi
ng

, 
ed

uc
at

io
n,

 re
se

ar
ch

, g
ov

er
nm

en
ta

l o
pe

ra
tio

ns
, s

us
ta

in
ab

ili
ty

, f
in

an
ce

s,
 in

su
ra

nc
e,

 
m

ar
iti

m
e 

su
rv

ei
lla

nc
e,

 a
nd

 p
or

t v
es

se
l d

et
ec

tio
n.

ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
衛
星
を
運
用
し
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
分
析
ソ
フ
ト
を
統
合
し
て
い
る
。
地
理
空
間
的

な
洞
察
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
画
像
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
提
供
す
る
。

天
然
資
源
保
護
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
農
林
地
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
教
育
、
研
究
、
政
府
業
務
、

持
続
可
能
性
、
財
政
、
保
険
、
海
上
監
視
、
港
湾
船
舶
検
出
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
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 c
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カ
ペ
ラ
社
は
、
小
型
衛
星
群
に
よ
る
衛
星
レ
ー
ダ
ー
画
像
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
同
社
の
衛
星
は
、
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
（

SA
R）
技
術
を
使
っ
て
画
像
を
撮
影
す
る

。
こ
の
技
術
に
よ
り
、
雲
や
暗
い
場
所
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
悪
天
候
や
光
の

状
態
に
左
右
さ
れ
ず
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
海
上
監
視

、
都
市
計
画

/地
図
作
成
、
生
活
パ
タ
ー
ン
の
研
究
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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AI
や
超
小
型
衛
星
を
利
用
し
た
画
像
処
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
レ
ー
ダ
ー
超
小
型
衛
星

の
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
宇
宙
か
ら
の
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
画
像
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
提
供
す
る
。
雲
を
透
過
し
て
撮
影
で
き
る
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
（

SA
R）
装
置
を

提
供
。
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nd
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nd
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 T
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 c
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of
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O
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D 
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N
K,

 e
tc

.

オ
ー
ビ
タ
ル
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
地
理
空
間
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
衛

星
ベ
ー
ス
の
地
球
画
像
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
世
界
経
済
の
動
向
に
関
す
る
有
意
義
な
洞
察

を
生
み
出
し
ま
す
。
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
地
理
空
間
デ

ー
タ
を
大
規
模
に
取
り
込
み
、
処
理
、
分
類
、
分
析
す
る
た
め
に
使
用
で
き
ま
す
。
対
象

分
野
は
、
小
売
、
不
動
産
、
農
業
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
な
ど
で
す
。
顧
客
に
は
、

AI
RB

U
S、

T
HE

 W
O

RL
D 

BA
N

Kな
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

資
料

  公
衆
衛
生
危
機
管
理
に
お
け
る
空
間
情
報
の
利
活
用
に
関
す
る
調
査

92
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 d
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ff
er

 re
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 a
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 d
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vi
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n,
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re
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g 
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d 

m
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g,
 in
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lli
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ts
 in

to
 p
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at
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.

ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
チ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、
人
口
健
康
分
析
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
チ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
同
社
の
コ
マ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
政
府
、
ド
ナ
ー
機
関
、
民
間
企
業
が
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
人
々
の

健
康
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ー
タ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
デ
ー
タ
、
社
会
経
済
デ
ー
タ
、
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
、
調
査
な
ど
を
利
用
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
、
ア
ラ
ー
ト
、
デ
ー
タ
の
可
視
化
、
予
測

と
モ
デ
リ
ン
グ
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
人
口
衛
生
に
関
す
る
洞
察
を
提
供
し
ま
す
。
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 d
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 m
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 d
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 d
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, d
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 c
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M
et

ab
io

ta
は
、
国
や
政
府
、
企
業
が
感
染
症
を
管
理
・
軽
減
す
る
た
め
に
役
立
つ
実
用
的

な
デ
ー
タ
駆
動
型
の
洞
察
を
提
供
し
ま
す
。

M
et

ab
io

ta
は
、
デ
ー
タ
分
析
を
用
い
た
病
原

体
の
発
見
、
病
気
の
検
出
、
脅
威
の
特
徴
づ
け
を
通
じ
て
、
感
染
症
の
脅
威
を
評
価
し
、

対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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, c
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 c
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 d
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 b
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is

ピ
ク
セ
ル
は
、
衛
星
を
利
用
し
た
画
像
処
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同

社
は
、
農
業
、
石
油
・
ガ
ス
、
気
候
な
ど
を
監
視
す
る
た
め
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
洞
察
を

提
供
す
る
地
球
画
像
小
型
衛
星
の
星
座
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
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ア
ク
セ
ル
ス
ペ
ー
ス
は
、
地
球
画
像
収
集
の
た
め
の
超
小
型
衛
星
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

地
表
の
植
生
を
監
視
す
る
レ
ッ
ド
エ
ッ
ジ
画
像
（
解
像
度

2.
5m
、
観
測
幅

60
km
）
用
の
衛

星
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

1機
あ
た
り

10
0k

g近
い
重
量
の
衛
星
を

50
機
搭
載
す
る
コ

ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
中
で
あ
る
。
こ
の
衛
星
は

60
0k

m
の
範
囲
で
運
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。
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衛
星
を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
地
球
観
測
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
高
解
像
度
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
地
球
を
撮
影
す
る
超
小
型
衛
星
を
開
発
・
配
備
し
て
い
ま
す
。
企
業
、

自
治
体
、
州
、
国
な
ど
の
政
府
を
対
象
と
し
て
い
る
。
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nd
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 c
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ブ
ル
ー
ド
ッ
ト
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
、
世
界
的
な
感
染
症
が
も
た
ら
す
リ
ス

ク
を
追
跡
・
分
析
し
ま
す
。
ト
ロ
ン
ト
の
セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
病
院
で
開
発
さ
れ
た

Bi
oD

ia
sp

or
aと
い
う
学
術
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
商
業
部
門
で
す
。

Bi
oD

ia
sp

or
aは
、
年
間

30
億
人

を
超
え
る
民
間
航
空
機
の
旅
行
者
の
動
き
、
人
間
や
動
物
、
昆
虫
の
個
体
数
デ
ー
タ
、
人

工
衛
星
か
ら
の
気
候
デ
ー
タ
、
病
気
の
発
生
に
関
す
る
報
道
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
感
染
症
が
ど
の
よ
う
に
広
が
り
、
世
界
に
影
響
を
与
え
る
か
を
モ
デ
ル
化
し
て
い

ま
す
。
同
社
は
そ
の
知
見
を
政
府
機
関
や
企
業
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ho
riz

on
 

Ve
nt

ur
es
と

M
aR

S 
In

no
va

tio
ns
が
出
資
し
て
い
る
。
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衛
星
画
像
の
た
め
の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
製
品
の
特
徴
と

し
て
、
デ
ー
タ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
あ
ら
ゆ
る
セ
ン
サ
ー
か
ら
の
膨
大
な
視
覚
デ
ー
タ
を
処

理
）
、
画
像
認
識
（
視
覚
デ
ー
タ
に
埋
も
れ
た
重
要
な
情
報
を
特
定
）
、
パ
タ
ー
ン
認
識

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
農
業
生
産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
、
都
市
の
成
長
、
あ
る
い
は

環
境
負
荷
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
用
途
が
あ
る
。
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ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
デ
ー
タ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
衛

星
群
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
デ
ー
タ
を
統
合
し
て
い
る
。
土
地
の
変
位
監
視
、
洪
水

被
害
解
析
、
太
陽
光
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
エ
リ
ア
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
施
設
監
視
な
ど
に
応

用
さ
れ
て
い
る
。
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es
, o

r g
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un
d-

ba
se

d 
se

ns
or

s 
us
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g 
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gn

al
 p

ro
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ss
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g 
AI

, m
ac

hi
ne

 le
ar
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ng

, a
nd

 
co

m
pu
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r v
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n 
al
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hm
s 

to
 p
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vi

de
 ri

sk
 m
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tio
n 

an
d 
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tu

at
io

na
l i

nt
el

lig
en

ce
 

so
lu

tio
ns

. E
na

bl
es

 to
 n

av
ig

at
e,

 a
na

ly
ze

, a
nd

 le
ve

ra
ge

 d
at

a 
fr

om
 e

ar
th

 a
nd

 s
pa

ce
. T

he
 

co
m

pa
ny

 a
ls

o 
pr

ov
id

es
 s

ol
ut

io
ns

 fo
r c

om
m

er
ci

al
, d

ef
en

se
, a

nd
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iv
il 

ap
pl

ic
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io
ns

. I
ts

 
pa

rt
ne

rs
 in

cl
ud

e 
Di

gi
ta

lG
lo

be
, P

la
ne

t, 
N

AS
A,

 T
ec

hS
ta

rs
, a

nd
 N

VI
DI

A.

Sl
in

gs
ho

t 
Ae

ro
sp

ac
eは
、
航
空
宇
宙
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
人
工
知
能
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
ま
す
。
信
号
処
理

AI
、
機
械
学
習
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使
用
し
て
、
衛
星
、
飛
行
機
、
ド
ロ
ー
ン
、
ま
た
は
地
上
の
セ
ン
サ
ー

か
ら
の
デ
ー
タ
ス
ト
リ
ー
ム
に
接
続
し
、
リ
ス
ク
軽
減
と
状
況
知
能
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
ま
す
。
地
球
と
宇
宙
か
ら
の
デ
ー
タ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
分
析
、
活
用
を
可
能

に
す
る
。
ま
た
、
商
業
、
防
衛
、
民
生
用
途
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
、

Di
gi

ta
lG

lo
be
、

Pl
an

et
、

N
AS

A、
Te

ch
St

ar
s、

N
VI

DI
Aが
含
ま
れ
る

。
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 d
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w

hi
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e 
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ov
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 p
ur

ch
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an

d 
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 c
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 s
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r 

N
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I i
m

ag
e 
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ta
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l i

n 
fa

rm
 p
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nn
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g.
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im
s 
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at
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s 
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gy
 c
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e 
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ge
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by
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gr
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st
ry

, u
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 d
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m
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t a
nd

 b
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 c
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s 
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d 
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r p
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n 

to
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e 
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s 
A.

ア
ス
ト
ロ
デ
ジ
タ
ル
は
、

La
nd

sa
tお
よ
び

La
nd

m
ap

pp
er
の
衛
星
画
像
を
収
集
し
、
画
像
処

理
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
処
理
し
、
分
析
し
た
デ
ー
タ
を

AP
Iを
通
じ
て
顧
客
に
提
供
す
る
こ
と

で
、
画
像
の
発
見
、
購
入
、
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
し
、
顧
客
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
業
計
画
に
役
立
つ

N
DV

I画
像
デ
ー
タ
の
た

め
の
特
別
な

AP
Iを
持
っ
て
い
ま
す
。
農
林
業
、
都
市
計
画
、
災
害
管
理
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ど
の
分
野
で
活
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。
自
社
で
人
工
衛
星
を
建
設
・

打
ち
上
げ
中
で
、
さ
ら
に
シ
リ
ー
ズ

Aを
調
達
す
る
予
定
と
主
張
。
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 d
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m
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rv
ic
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lli
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m
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l m
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g,
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, a
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, a
nd

 d
ef

en
se

.

オ
ー
ビ
タ
ル
・
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
は
、
宇
宙
を
利
用
し
た
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
画
像
お
よ

び
解
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
商
業
お
よ
び
防
衛
の
両
ユ
ー
ザ
ー
の
た

め
に
、
比
類
の
な
い
迅
速
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
地
球
規
模
で
実
現
す
る
た
め

に
、
顧
客
資
産
の
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
を
日
々
取
得
す
る
衛
星
群
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
各
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
化
学
的
指
紋
を
分
析
し
、
規
制
遵
守
、
漏
出
防
止
、
検
出
、

ス
ペ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
監
視
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
独
自
の
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
技
術
と
、
可
視
光
か
ら
ス
ペ
ク
ト
ル
バ
ン
ド
を
キ
ャ
プ
チ
ャ
す
る
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
油
・
ガ
ス
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉱

業
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
イ
ン
フ
ラ
、
農
業
、
防
衛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

93



26
M

ax
ar

 T
ec

hn
ol

og
ie

s
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m

ax
ar
.c
om

Pr
ov

id
er

 o
f c

lo
ud

 a
nd

 A
I-b

as
ed

 s
at

el
lit

e 
im

ag
in

g 
se

rv
ic

es
W

es
tm

in
st

er

Pr
ov

id
er

 o
f c

lo
ud

 a
nd

 A
I-b

as
ed

 s
at

el
lit

e 
im

ag
in

g 
se

rv
ic

es
. I

t d
ev

el
op

s 
co

m
m

un
ic

at
io

n 
an

d 
ea

rt
h 

ob
se

rv
at

io
n 

sa
te

lli
te

 s
ol

ut
io

ns
. I

t o
ff

er
s 

sa
te

lli
te

 a
cc

es
s 

op
tio

ns
 fo

r m
is

si
on

 
re

qu
ire

m
en

ts
, c

ol
le

ct
io

n 
of

 ti
m

ef
ra

m
es

, i
nv

es
tm

en
t l

ev
el

s,
 a

nd
 a

llo
w

s 
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at
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 d
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n.

ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
通
信
衛
星
や
地
球
観
測
衛
星
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
て
い
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
件
、
時
間
枠
の
収
集
、
投
資
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
衛
星
ア
ク
セ
ス
オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
ユ
ー
ザ
ー
は
複
数
の
場
所
の
高

解
像
度
光
学
お
よ
び
レ
ー
ダ
ー
衛
星
画
像
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

衛
星
画
像
か
ら
得
ら
れ
る
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
分
析
者
向
け
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
提

供
し
、
新
の
情
報
で
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
迅
速
化
し
ま
す
。
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rs
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 m
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to

 s
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s.

様
々
な
業
界
向
け
に

AI
と
衛
星
を
利
用
し
た
画
像
処
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
意
思

決
定
の
た
め
の
衛
星
デ
ー
タ
の
検
索
、
ア
ク
セ
ス
、
分
析
、
可
視
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
提
供
し
て
い
る
。
提
供
す
る
の
は
、
衛
星
画
像
、
分
析
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
サ

イ
ト
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
ど
。
ま
た
、
社
会
経
済
、
態
度
、
メ
デ
ィ
ア
消
費
、
健
康
、
教
育

、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
指
標
を
提
供
し
て
い
る
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.

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
に
は
、
分
析
、
リ
ス
ク
層
別
化
、
ケ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
お
よ
び
会
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
複
数
の
ソ
ー
ス
か
ら
の
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
品
質
指
標
に
適
用
し
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
洞
察
を
提
供
し
ま
す
。
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AI
, m

ul
ti-

se
ns

or
 d

at
a 

fu
si

on
, a

nd
 a

ut
on

om
ou

s 
sa

te
lli

te
 ta

sk
in

g.
 It

 h
as

 a
pp

lic
at

io
ns

 in
 

de
fe

nc
e,

 e
ne

rg
y,

 c
on

st
ru

ct
io

n,
 n

at
ur

al
 d

is
as

te
rs

, g
lo

ba
l a

nd
 c

lim
at

e 
m

on
ito

rin
g.

ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
ク
ラ
ウ
ド
、

AI
、
マ

ル
チ
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
衛
星
の
自
律
的
な
タ
ス
ク
処
理
に
よ
り
、
全
球

観
測
、
衛
星
通
信
、
準
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
画
像
処
理
を
可
能
に
す
る
。
防
衛
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
建
設
、
自
然
災
害
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
気
候
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
分
野
で
活
用
さ
れ

て
い
る
。
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 p
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y 
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 c

at
er

s 
to

 th
e 

fin
an
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nd

 in
su
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e 
in

du
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nd
 h
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ps

 th
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 m
on

ito
r 
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e 
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 o
r a
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et
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. T
ra

ff
ic

In
si

gh
ts

 is
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ne
 o

f t
he

ir 
ot

he
r p
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tf

or
m

 
ba

se
d 
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od
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ts

 w
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ch
 g
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he
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 re
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il 
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tiv

ity
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te

d 
in

si
gh

ts
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nd
 p
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de
s 

th
em

 to
 

re
st
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ra

nt
s,

 m
al
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 a

nd
 to
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na
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ia

l o
rg

an
is

at
io

ns
.

ジ
オ
ス
ペ
ー
シ
ャ
ル
社
は
、
地
球
観
測
画
像
を
提
供
す
る
企
業
で
す
。
地
球
観
測
衛
星
の

パ
ー
ト
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
情
報
を
入
手
し
、
地
球
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
金
融
・
保
険
業
界
向
け
に
、
経
済
活
動
や
資
産
活
動
の
監
視
・
分
析
を
支
援
す

る
。

Tr
af

fic
In

si
gh

ts
は
、
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
製
品
の

1つ
で
、
小
売
活

動
に
関
す
る
洞
察
を
収
集
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
モ
ー
ル
、
金
融
機
関
に
提
供
し
て
い
ま
す

。
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 d
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t p
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 p
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l p

ro
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il 
&

 
ga

s 
pi
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e 
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on
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rin
g,

 a
nd

 o
th

er
 s

ol
ut

io
ns

.

AI
を
活
用
し
た
地
理
空
間
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
衛

星
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
デ
ー
タ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
＆

AI
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
イ
ン
サ
イ
ト
を
提
供

す
る
。
森
林
火
災
の
監
視
、
土
地
計
画
、
環
境
保
護
、
石
油
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
監

視
な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。
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l o
ff

er
s 

a 
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 p
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Th
ei

r p
la
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or

m
 u
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s 

m
ac
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ne

 le
ar

ni
ng

 to
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ro
vi

de
 d
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a 

ab
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t h
ea

lth
 s

ym
pt

om
s 

an
d 
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no
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iti
es
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 p
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at
io

n.
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he
 c

om
pa

ny
 h
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 H

IP
PA

 c
om

pl
ia

nt
 p
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tf

or
m

 fo
r d

at
a 

se
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rit
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 T
he

y 
pr

ov
id

e 
w
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-b
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ed

 in
te

rf
ac

e 
to

 g
en

er
at

e 
an

d 
vi

ew
 re

po
rt

s.

Bi
os

pa
tia

l社
は
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
機
械
学
習
を
使

用
し
て
、
健
康
上
の
症
状
や
集
団
の
異
常
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。
同
社
は
、

デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
た
め
に

HI
PP

Aに
準
拠
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
し
て
い
る

。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
・
閲
覧
す
る
た
め
の
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

を
提
供
す
る
。
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 c
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 E
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te
m
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er
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 te

le
sc
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 c
am

er
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, f
ee

di
ng

 
vi

ew
s 

in
to

 it
s 

pa
te

nt
ed

 e
dg

e 
pr

oc
es

si
ng

 s
ys

te
m

 th
at

 p
ro

vi
de

s 
th

e 
m

et
er

 p
er

 p
ix

el
 

re
so

lu
tio

n.
 It

 u
se

s 
m
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hi

ne
 in

te
lli

ge
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e 
to

 e
nh

an
ce

 th
e 

qu
al

ity
 o

f i
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 re
al

-t
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e 
vi

de
o.

 
Its

 c
lie

nt
el

e 
in

cl
ud

es
 g

ov
er

nm
en

t, 
de

fe
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e,
 a

nd
 in

te
lli

ge
nc

e 
ag

en
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es
 w

hi
ch

 o
ff

er
 it

s 
se

rv
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 in

 th
e 

fie
ld

 o
f i

lle
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l f
is

hi
ng

, m
on

ito
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g 
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 fi

el
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 to
 c

he
ck

 c
ro

p 
he

al
th

, 
an

d 
w

at
ch

in
g 

ou
t f

or
 n

at
ur

al
 d

is
as

te
rs

.

衛
星
画
像
処
理
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
低
軌
道
衛
星
の
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

利
用
し
て
、
地
球
上
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
場
所
を
映
し
出
す
リ
ア
ル
タ
イ
ム
お
よ
び
オ
ン
デ

マ
ン
ド
の
ビ
デ
オ
ス
ト
リ
ー
ム
を
提
供
す
る
衛
星
画
像
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
す
。

各
衛
星
は
、
独
立
操
縦
可
能
な

4台
の
望
遠
鏡
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
お
り
、
そ
の
映
像
を
特

許
取
得
済
み
の
エ
ッ
ジ
処
理
シ
ス
テ
ム
に
送
り
込
み
、

1ピ
ク
セ
ル
あ
た
り

1メ
ー
ト
ル
の

解
像
度
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
械
知
能
を
利
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
の
品

質
を
高
め
て
い
ま
す
。
政
府
機
関
、
防
衛
機
関
、
情
報
機
関
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

違
法
漁
業
の
監
視
、
農
作
物
の
健
康
状
態
の
確
認
、
自
然
災
害
の
監
視
な
ど
の
分
野
で
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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ow
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 It
s 

fe
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no
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s,
 im
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e 
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s,
 tr
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d 
AI

 
m

od
el

s,
 a

nd
 c

us
to

m
 to

ol
s.

 It
 u

se
s 

ne
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al
 n

et
w

or
ks

, c
om

pu
te

r v
is

io
n,

 a
nd

 c
lo

ud
 

te
ch

no
lo

gi
es

. I
t c

at
er

s 
to

 a
gr

ic
ul

tu
re

, e
ne

rg
y,

 n
at

ur
al

 re
so

ur
se

, p
ow

er
, a

nd
 in

su
ra

nc
e,

 
an

d 
au

to
m

ot
iv

e 
in

du
st

rie
s.

気
候
リ
ス
ク
を
予
測
す
る

AI
対
応
地
理
空
間
解
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
衛
星
画
像

ベ
ー
ス
の
予
測
、
気
象
フ
ォ
レ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
電
力
シ
ス
テ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を

提
供
。
ノ
ー
コ
ー
ド
解
析
、
画
像
解
析
、
学
習
済
み

AI
モ
デ
ル
、
カ
ス
タ
ム
ツ
ー
ル
な
ど
の

機
能
を
持
つ
。
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
、
ク
ラ
ウ
ド
技

術
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
天
然
資
源
、
電
力
、
保
険
、
自
動
車
業

界
を
対
象
と
し
て
い
る
。
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 c
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es
, d

ef
or
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ta

tio
n 

an
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cr
op

 
re

ge
ne

ra
tio

n 
tr

en
ds

. C
lie

nt
s 

in
cl

ud
e 

Pe
nl

yE
st

at
e,

 d
oT

ER
RA

, S
pr

in
t, 

EE
SA

 a
nd

 m
or

e.

デ
ィ
ー
プ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
は
、

AI
を
活
用
し
た
作
物
検
出
・
監
視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
園
の
土
壌
水
分
、
作
物
の
変
動
、
灌
漑
を
監
視
し
、
分
析
レ
ポ
ー
ト

を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
食
品
加
工
会
社
が
、
畑
＆
森
林
、
土
地
利
用
の
変
化
、
森
林
伐
採
、
作
物
再

生
の
傾
向
を
監
視
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

Pe
nl

yE
st

at
e、

do
TE

RR
A、

Sp
rin

t、
EE

S
Aな
ど
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
ま
す
。
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Tr
an

sf
or

m
in

g 
Sy

st
em

sは
、
人
口
健
康
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
適
化
す
る
た
め
の
予
測
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
か
ら
問
題
の
原
因
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
検
出

し
、
よ
り
良
い
解
決
策
を
適
化
す
る
「

SH
RE

W
D 

Re
si

lie
nc

e」
、
組
織
に
不
具
合
を
監
視
す
る
「

SH
RE

W
D 

St
ra

te
gi

c」
、
管
理
計
画
を
削
減
し
代
替
策
を
提
供
す
る
「

SH
RE

W
D 

Es
ca

la
tio

n」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
が
近
く
の
ヘ
ル
プ
を
検
索
す
る
た
め
の

S
HR

EW
D 

W
ai

tL
es

sも
提
供
し
て
い
ま
す
。
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f l
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da
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s 
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lu

tio
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r u
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m
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Au
st

in
M

IN
IC

O
RN

Pr
ov

id
er

 o
f l

oc
at

io
n-

ba
se

d 
da

ta
 a

na
ly

tic
s 

so
lu

tio
ns

 fo
r u

se
r c

om
m

un
iti

es
. I

t p
ro

vi
de

s 
di

gi
ta

l p
ub

lic
 h

ea
lth

 h
um

an
 ri

sk
 m

an
ag

em
en

t s
ol

ut
io

ns
 a

nd
 u

se
s 

pu
bl

ic
 d

at
as

et
s 

fo
r 

cr
ea

tin
g 

ac
tio

na
bl

e 
in

si
gh

ts
. T

he
 c

lo
ud

-b
as

ed
 s

ol
ut

io
n 

us
es

 m
ac

hi
ne

 le
ar

ni
ng

 
te

ch
no

lo
gi

es
 to

 c
re

at
e 

ris
k 

in
de

xe
s 

an
d 

be
ha

vi
or

 m
od

ifi
ca

tio
n 

m
es

sa
gi

ng
 p

la
tf

or
m

s.

ユ
ー
ザ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
。
デ
ジ
タ
ル
公
衆
衛
生
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ス
ク
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
実

用
的
な
イ
ン
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
公
共
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
機
械
学
習
技
術
を
使
用
し
て
、
リ
ス
ク
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
と
行
動
修
正
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
ま
す
。
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vi
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 p
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m
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 s
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ly

zi
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vi
su
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g 
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l d
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 It

 c
la
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s 
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 u
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ifi
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te
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e 
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 g

eo
-
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n 
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d 

ge
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pa
tia

l d
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a 
to
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ff

er
 m
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pi

ng
 s
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ut
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r s

m
ar

t c
iti

es
, 

m
ob

ili
ty

, t
ra

ns
po

rt
 a

nd
 lo

gi
st

ic
s,

 to
ur

is
m

 a
nd

 c
ul

tu
ra

l h
er

ita
ge

, r
ea

l e
st

at
e,

 
ag

ric
ul

tu
re

, t
er

rit
or

y 
an

d 
na

tu
ra

l r
es

ou
rc

es
 m

an
ag

em
en

t, 
he

al
th

, a
nd

 s
oc

ia
l s

er
vi

ce
s.

ス
タ
デ
ィ
オ
マ
ッ
プ
は
、
地
理
空
間
デ
ー
タ
を
統
合
、
保
存
、
分
析
、
可
視
化
す
る
た
め

の
ツ
ー
ル
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
企
業
で
す
。
人
工
知
能
を
ジ
オ
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
地
理
空
間
デ
ー
タ
に
応
用
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
輸
送

・
物
流
、
観
光
・
文
化
遺
産
、
不
動
産
、
農
業
、
領
土
・
天
然
資
源
管
理
、
健
康
、
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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 m
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pe
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pp

 R
eg
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y 
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an
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pe

n 
so

ur
ce
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la

tf
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m
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r d
ev

el
op

in
g 

dr
ug

, p
at

ie
nt

 a
nd

 d
is
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se

 re
gi

st
rie

s.
 It

 
su

pp
or

ts
 s

ec
ur

e 
on

lin
e 

co
lle

ct
io

n,
 re

po
rt

in
g,

 s
ha

rin
g 

an
d 

an
on

ym
iz

at
io

n 
of

 a
 

di
se

as
e’

s 
da

ta
se

t. 
U

se
rs

 c
an

 s
et

 u
p 

ro
le

-b
as

ed
 m

ul
ti-

us
er

 a
cc

es
s.

 It
s 

O
pe

nA
pp

 
An

al
yt

ic
s 

pl
at

fo
rm

 p
ro

vi
de

s 
re

al
-t

im
e 

he
al

th
 in

te
lli

ge
nc

e 
fo

r o
pt

im
um

 h
ea

lth
ca

re
 

m
an

ag
em

en
t. 

It 
al

so
 h

ar
ne

ss
 a

 s
ui

te
 o

f t
ec

hn
ol

og
ie

s 
an

d 
ex

pe
rie

nc
e 

in
 c

re
at

in
g 

G
eo

gr
ap

hi
c 

In
fo

rm
at

io
n 

Sy
st

em
s 

th
at

 a
llo

w
 th

ei
r c

lie
nt

s 
to

 c
ap

tu
re

, a
na

ly
se

 a
nd

 
pr

es
en

t s
pa

tia
l i

nf
or

m
at

io
n.

O
pe

n 
Ap

pは
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
向
け
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

eH
ea

lth
 

Pl
at

fo
rm
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

O
pe

nA
pp

 
Re

gi
st

ry
は
、
医
薬
品
、
患
者
、
疾
患
の
レ
ジ
ス
ト
リ
を
開
発
す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
疾
病
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
安
全
な
オ
ン
ラ
イ
ン
収
集
、
報
告

、
共
有
、
匿
名
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
は
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ス
の
マ
ル
チ
ユ
ー

ザ
ー
ア
ク
セ
ス
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
pe

nA
pp

 
An

al
yt

ic
sプ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
適
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
管
理
の
た
め
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

ヘ
ル
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関

す
る
一
連
の
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、
顧
客
が
空
間
情
報
を
取
得
、
分
析
、
表
示
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
ま
す
。
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r o
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 d
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G
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 s
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 It
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 d
at
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e 
on

 d
em

og
ra
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ic

s,
 re

al
 

es
ta

te
, h

ea
lth

, j
ob

s,
 e

tc
. i

n 
U

S 
an

d 
pr
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id

es
 in

si
gh

ts
. I

t a
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o 
al

lo
w

s 
th

e 
us

er
 to

 
do

w
nl
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d 
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e 

da
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 fo
r r

es
ea

rc
h,

 m
ap

pi
ng

 a
nd

 p
re

se
nt

at
io

n 
to
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s.

 T
he

 p
la

tf
or

m
 h
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ap
pl

ic
at

io
n 

in
 m

ul
tip

le
 a

re
as

 in
cl

ud
in

g 
ac

ad
em

ic
s,

 g
ov

er
nm

en
t, 

co
m

m
er

ci
al

, f
in

an
ce

, 
he

al
th

, a
nd

 n
on

-p
ro

fit
 o

rg
an

iz
at

io
ns

. I
ts

 c
us

to
m

er
s 

in
cl

ud
e 

Br
ow

n 
U

ni
ve

rs
ity

, U
SD

A,
 

Ci
ti,

 M
ac

 A
rt

hu
r F

ou
nd

at
io

n,
 F

irs
t A

m
er

ic
an

, e
tc

.

Po
lic

yM
ap
は
、

G
IS
マ
ッ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
米
国
の
人
口
統
計
、
不
動

産
、
健
康
、
雇
用
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
持
ち
、
洞
察
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
調
査
や
地
図
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
学
術
、
政
府
、
商

業
、
金
融
、
健
康
、
非
営
利
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ウ
ン
大
学
、
米
国
農
務
省
、
シ
テ
ィ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
メ
リ

カ
ン
な
ど
が
顧
客
に
含
ま
れ
る
。
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 c
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 m
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ta

 a
s 

w
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AI
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ls
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n,
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gr
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tu

re
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nd
 

en
te

rt
ai

nm
en

t i
nd

us
tr

ie
s.

様
々
な
業
界
向
け
に

AI
と
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
提

供
。
意
思
決
定
の
た
め
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
収
集
、
検
出
、
管
理
、
可
視
化
、
分
析
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
提
供
す
る
の
は
、
可
視
化
、
マ
ッ
ピ
ン

グ
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
使
用
し
て

デ
ー
タ
を
管
理
し
、

AI
技
術
を
使
用
し
て
デ
ー
タ
を
処
理
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
開
発
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
交
通
、
政
府
、
鉱
業
、

健
康
、
教
育
、
農
業
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
の
業
界
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

42
Bi

oM
ed

w
ar

e
ht
tp
s:
//
bi
om

ed
w
ar
e.
co
m
/

So
ft

w
ar

e 
fo

r v
is

ua
liz

at
io

n 
an

d 
an

al
ys

is
 o

f g
eo

sp
at

ia
l d

at
a 

fo
r 

th
e 

he
al

th
ca

re
 in

du
st

ry
An

n 
Ar

bo
r U

SA

Bi
oM

ed
w

ar
e 

de
ve

lo
ps

 a
 s

of
tw

ar
e 

fo
r v

is
ua

liz
at

io
n 

an
d 

an
al

ys
is

 o
f g

eo
sp

at
ia

l d
at

a 
fo

r 
th

e 
he

al
th

ca
re

 in
du

st
ry

. T
he

 p
ro

du
ct

 s
ui

te
 in

cl
ud

es
 S

pa
ce

St
at

 (s
of

tw
ar

e 
fo

r 
vi

su
al

iz
at

io
n,

 a
na

ly
si

s,
 a

nd
 m

od
el

in
g 

of
 s

pa
tio

te
m

po
ra

l d
at

a)
, C

lu
st

er
Se

er
 (s

of
tw

ar
e 

fo
r t

he
 d

et
ec

tio
n 

an
d 

an
al

ys
is

 o
f e

ve
nt

 c
lu

st
er

s)
, a

nd
 B

ou
nd

ar
yS

ee
r (

so
ft

w
ar

e 
fo

r t
he

 
de

te
ct

io
n 

an
d 

an
al

ys
is

 o
f g

eo
gr

ap
hi

c 
bo

un
da

rie
s)

. T
he

 c
om

pa
ny

 c
la

im
s 

to
 h

av
e 

co
lla

bo
ra

te
d 

w
ith

 m
ul

tip
le

 p
eo

pl
e 

fr
om

 fe
de

ra
l a

nd
 s

ta
te

 g
ov

er
nm

en
ts

, n
at

io
na

l a
nd

 
in

te
rn

at
io

na
l a

ca
de

m
ic

 in
st

itu
tio

ns
, a

nd
 p

riv
at

e 
se

ct
or

s 
fo

r r
es

ea
rc

h 
an

d 
de

ve
lo

pm
en

t p
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 A

s 
of

 Ju
ly

 2
01

8,
 th

e 
co

m
pa

ny
 is

 w
or

ki
ng

 o
n 

ac
tiv

e 
re

se
ar

ch
 

pr
oj

ec
ts

 fu
nd

ed
 b

y 
th

e 
N

at
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l I
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tit
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es

 o
f H

ea
lth

.

Bi
oM

ed
w

ar
eは
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
向
け
に
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
可
視
化
お
よ
び
解
析
の

た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
製
品
群
に
は
、

Sp
ac

eS
ta

t（
時
空
間
デ
ー

タ
の
可
視
化
・
分
析
・
モ
デ
リ
ン
グ
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
、

Cl
us

te
rS

ee
r（
イ
ベ
ン

ト
ク
ラ
ス
タ
ー
の
検
出
と
分
析
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
、

Bo
un

da
ry

Se
er
（
地
理
的
境

界
の
検
出
と
分
析
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
が
含
ま
れ
ま
す
。
同
社
は
、
研
究
開
発
の

た
め
に
、
連
邦
政
府
や
州
政
府
、
国
内
外
の
学
術
機
関
、
民
間
企
業
の
複
数
の
関
係
者
と

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

20
18
年

7月
現
在
、
同
社
は
米
国
国
立
衛
生
研

究
所
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
、
活
発
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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 m
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 p
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 d
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ud
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s 
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s 
tr
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ng
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nd
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at
io

n 
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t p
ro

gr
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s.
 It

 c
at

er
s 

to
 a

gr
ic

ul
tu

re
, f

in
an

ce
, i

ns
ur

an
ce

, u
til

iti
es

, a
nd

 
re

so
ur

ce
s 

in
du

st
rie

s.

様
々
な
産
業
向
け
に
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
衛
星
画
像
を
提
供
す
る
。
地
球
画
像
の
可
視
化

、
監
視
、
分
析
を
可
能
に
す
る
。
地
球
の
温
度
や
植
生
の
健
康
状
態
を
監
視
し
、
土
地
の

変
化
を
検
知
し
て
気
候
変
動
を
分
析
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
農
業
、
金
融
、
保
険
、
公
共
事
業
、
資
源
産
業
な
ど
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
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 c
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l d
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w

ar
e 
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oc

at
e,
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na
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ze
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nd

 v
is

ua
liz
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 d
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a 
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r d
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is
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n 
m
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g.
 It

s 
of
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g 
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ud
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s 
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r d
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g 
G
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ch

, a
nd

 c
om

m
un
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io
n.

 It
 

al
so

 o
ff

er
s 
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m

m
un

ity
 d

at
a 

po
rt
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s,

 s
ite

 e
xp

lo
re

rs
, w

or
kf

or
ce

 e
xp

lo
re

rs
, a

nd
 tr

ai
ni

ng
.

健
康
産
業
向
け
に
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
可
視
化
お
よ
び
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
意
思
決
定
の
た
め
の
健
康
デ
ー
タ
の
収
集
、
ア
ク
セ
ス
、
検
索
、

分
析
、
可
視
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

G
IS
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
、
地
理
空
間
分
析
、
統
計
分
析
、
研
究
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
た
め
の

ツ
ー
ル
を
提
供
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
、
サ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ

、
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
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 c
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fe
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 s
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ar
e 
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 g

at
he

r, 
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ce
ss

, m
on

ito
r, 

pr
oc
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s,

 a
na

ly
ze

, v
is

ua
liz

e,
 a

nd
 m

an
ag

e 
ge

os
pa

tia
l d

at
a 

fo
r d

ec
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io
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m
ak

in
g.
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of
fe

rin
g 

in
cl

ud
es

 lo
ca

tio
n 
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te
gi

es
, 

an
al
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is

, b
us

in
es

s 
in

si
gh

ts
, r

es
ou

rc
e 

tr
ac

ke
rs

, a
nd

 re
so

ur
ce

 ro
ut

er
s.

 It
 c

at
er

s 
to

 
fin

an
ce

, h
os

pi
ta

lit
y,

 h
ea

lth
, t

ra
ns

po
rt

at
io

n,
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nd
 d

el
iv

er
y 

in
du

st
rie

s.

様
々
な
業
界
向
け
に
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
意
思
決
定
の
た
め
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
収
集
、
ア
ク
セ
ス
、
監
視

、
処
理
、
分
析
、
可
視
化
、
管
理
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
。
位
置
情
報
戦
略
、

分
析
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
サ
イ
ト
、
リ
ソ
ー
ス
ト
ラ
ッ
カ
ー
、
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
タ
ー
な
ど
を

提
供
。
金
融
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
健
康
、
輸
送
、
配
送
な
ど
の
業
界
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
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r p
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e 
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io
ns

. I
t h

as
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 d
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qu
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 e

m
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co

m
pu
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r v
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n 
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at
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ns
 to

 p
ro
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de
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ts
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om
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lit

e 
im

ag
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t e

na
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es
 

or
ga
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za

tio
ns
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 b
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ld

 s
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ut
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ns
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ed
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n 
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je

ct
 d

et
ec

tio
n/

id
en
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at
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n 
an

d 
ob

je
ct

 
liv

e 
tr
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ki

ng
. I

ts
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pp
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at
io
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ud

e 
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ild
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 d

et
ec

tio
n;

 s
po

rt
-f

ac
ili

tie
s 

de
te

ct
io

n;
 

m
ar

iti
m

e 
su

rv
ei
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nc

e;
 v

eh
ic

le
 d

et
ec

tio
n;

 a
irc

ra
ft

 d
et

ec
tio

n;
 u
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an

 m
on

ito
rin

g,
 

pl
an

ni
ng
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 tr
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ki

ng
 in
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tr
uc

tu
re
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ro

w
th

. I
t's

 o
th

er
 p

ro
du

ct
s 

in
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ud
e 

DR
IP

 i.
e.

 a
 li

fe
 

sc
ie

nc
es

 d
at

a 
pr

oc
es

si
ng

 p
la

tf
or

m
 a

nd
 C

PV
 A

ut
om
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io

n 
i.e

. l
ife

 s
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en
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s 
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m
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e 
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oc
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s 
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to
m

at
io

n 
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at
fo

rm
.

Av
en

tio
rは
、
衛
星
画
像
処
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
衛
星
画
像
か
ら
洞
察
を
得
る
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
組
み
込
ま
れ
た
高
度
な
深
層
学
習
技
術
を
使
用
す
る
自
社
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
は
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
出

/識
別
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の

ラ
イ
ブ
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
基
づ
く
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
用
途
は
、
建
物
検
出
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
検
出
、
海
上
監
視
、
車
両
検
出
、
航
空
機
検
出

、
都
市
監
視
、
計
画
、
イ
ン
フ
ラ
成
長
の
追
跡
な
ど
で
す
。
そ
の
他
、

DR
IP
（
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
デ
ー
タ
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や

CP
V 

Au
to

m
at

io
n（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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 c
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n-

m
ak

in
g.

 It
s 

of
fe

rin
g 

in
cl

ud
es

 d
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, d
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 d
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ls

o 
of

fe
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 c
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to

 h
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nd
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t 
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du
st

rie
s.

様
々
な
業
界
向
け
に
地
理
空
間
人
工
知
能
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
意
思
決
定
の

た
め
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
収
集
、
ア
ク
セ
ス
、
処
理
、
分
析
、
可
視
化
、
管
理
を
可
能

に
す
る
。
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
認
識
、

G
IS
サ
ー
バ
ー
、
デ
ー
タ

分
析
、
デ
ー
タ
モ
デ
ル
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
技
術
サ
ポ

ー
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
健
康
、
農
業
、
政
府
機
関
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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 d
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ov

er
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 d
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st

au
ra

nt
s,
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g,
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 m
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, f
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iv
e,

 p
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pe
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t, 
et

c.

G
ap

M
ap

sは
、
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
、
人
口
統
計
学
、
地
図
作
成
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
人
口
統
計
、
政
府
機
関
、
産
業
界
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
マ

ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
イ
ン
サ
イ
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ

ン
、
銀
行
、
健
康
・
医
療
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
自
動
車
、
不
動
産
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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I-e
na

bl
ed

 s
at

el
lit

e 
re

m
ot

e 
se

ns
in

g 
te

ch
no

lo
gy

 fo
r e

nt
er

pr
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er
s 

to
 c

ol
le

ct
, a

na
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ze
, a

nd
 v

is
ua

liz
e 

sa
te

lli
te

 d
at

a.
 It

 is
 a

pp
lic

ab
le

 fo
r s

af
et

y 
m

on
ito

rin
g,

 ro
ut

e 
m

ap
pi

ng
, d

is
as

te
r m

an
ag

em
en

t m
on

ito
rin

g,
 re

so
ur

ce
 s

ea
rc
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ng

, 
an

d 
3D

 m
od

el
in

g.
 It

 c
at

er
s 

to
 a

gr
ic

ul
tu

re
, p

ow
er

, e
ne

rg
y,

 tr
an

sp
or

ta
tio

n,
 a

nd
 

go
ve

rn
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en
t i

nd
us

tr
ie

s.

AI
を
活
用
し
た
企
業
向
け
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
提
供
。
衛
星
デ
ー
タ
の
収
集

、
分
析
、
可
視
化
を
可
能
に
す
る
。
安
全
監
視
、
路
線
図
作
成
、
防
災
監
視
、
資
源
探
索

、
3D
モ
デ
リ
ン
グ
に
適
用
可
能
。
農
業
、
電
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
政
府
産
業
な
ど

に
対
応
す
る
。
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様
々
な
産
業
向
け
に
エ
ン
ド
・
ツ
ー
・
エ
ン
ド
の

G
IS
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
屋
内
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
、
画
像
処
理
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
を
提
供
す
る
。
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
に
は

W
iF

iと
Bl

ue
to

ot
hの
技
術
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
、
設
計
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
技
術
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
健
康
、

農
業
、
小
売
業
界
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

51
Ge

oS
po

tX
ht
tp
:/
/g
eo
sp
ot
x.
co
m

G
eo

gr
ap

hi
c 

In
fo

rm
at

io
n 

Sy
st

em
s 

re
la

te
d 

so
ft

w
ar

e
Te

l A
vi

v 
Is

ra
el

G
eo

Sp
ot

X 
is

 a
 p

ro
vi

de
r o

f a
dv

an
ce

d 
G

eo
gr

ap
hi

c 
In

fo
rm

at
io

n 
Sy

st
em

s 
(G

IS
) a

nd
 o

ff
er

s 
a 

br
oa

d 
ra

ng
e 

of
 s

of
tw

ar
e 

de
ve

lo
pm

en
t s

er
vi

ce
s,

 s
pe

ci
al

iz
in

g 
in

 im
ag

e 
pr

oc
es

si
ng

 
an

d 
an

al
ys

is
, c

om
pu

te
r v

is
io

n 
an

d 
as

so
ci

at
ed

 a
lg

or
ith

m
s.

 T
he

 m
ai

n 
pr

od
uc

ts
 o

f 
G

eo
Sp

ot
X 

ar
e 

St
re

et
 3

60
 a

nd
 S

po
tX

Se
rv

er
. S

tr
ee

t 3
60

 is
 a

n 
au

to
no

m
ou

s 
sy

st
em

 fo
r 

vi
su

al
 m

ap
pi

ng
. T

he
 s

ys
te

m
 a

llo
w

s 
ph

ot
og

ra
ph

in
g 

an
d 

m
ap

pi
ng

 o
f a

n 
ar

ea
 a

nd
 th

en
 

di
sp

la
ys

 p
an

or
am

ic
 v

is
ua

ls
 o

f t
he

 a
re

a 
as

 a
n 

ad
di

tio
na

l l
ay

er
 o

f t
he

 d
ig

ita
l m

ap
. 

Sp
ot

XS
er

ve
r i

s 
a 

lo
ca

tio
n 

an
d 

m
on

ito
rin

g 
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G
eo

Sp
ot

Xは
、
高
度
な
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（

G
IS
）
を
提
供
し
、
画
像
処
理
と
分
析
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
連
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
特
化
し
た
、
幅
広
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

G
eo

Sp
ot

Xの
主
な
製
品
は
、

St
re

et
 

36
0と

Sp
ot

XS
er

ve
rで
す
。

St
re

et
 

36
0は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
た
め
の
自
律
型
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

、
あ
る
エ
リ
ア
の
写
真
撮
影
と
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
追
加
レ
イ
ヤ

ー
と
し
て
そ
の
エ
リ
ア
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Sp
ot

XS
er

ve
rは
、
位
置
情
報
お
よ
び
監
視
用

G
PS
シ
ス
テ
ム
で
す
。
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様
々
な
業
界
向
け
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
提
供
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

、
G

IS
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
意
思
決
定
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
製
品
に
は
、
洞
察
や
影
響
、
マ
ッ
プ
ビ
ュ
ー
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
健
康
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
農
業
、
教
育
な
ど
の
業
界
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
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et
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 K
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u 

ar
ea

水
資
源
と

G
IS

①
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に
お
け
る
水
資
源
の
安
全
性
に
関
わ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト 　
甲
府
地
区
に
お
け
る
実
効
的
な
予
算
下
で
可
能
な
リ
ス
ク
表
示
の
研
究
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1.
pd

f
G

IS
を
用
い
た
メ
コ
ン
流
域
に
お
け
る
飲
用
水
起
因
下
痢
症

リ
ス
ク
評
価
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ed
.

G
IS
を
利
用
す
る
事
に
よ
り
、
実
地
調
査
を
し
な
か
っ
た
地
域
に
対
し
て
も
、
飲
料
水
の
種

類
と
微
生
物
汚
染
状
況
を
予
測
し
飲
用
水
摂
取
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
算
出
す
る
リ
ス
ク

評
価
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
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距
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.

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（

G
IS
）
を
活
用
し
て
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
人
口
密
集
地
と

分
析
対
象
者
の
距
離
を
算
出
し
、
遺
伝
素
因
や
生
活
習
慣
に
示
さ
れ
る
「
ど
の
よ
う
な
個

人
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
議
論
に
加
え
て
、
「
ど
の
よ
う
な
場
所
に
居
住
し
て
い
る
の
か

」
と
い
う
居
住
環
境
が
高
血
圧
に
及
ぼ
す
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
研
究
。
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厚
生
労
働
科
学
研
究
補
助
金
健
康
科
学
総
合
研
究
事
業
「
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
環
境

と
そ
の
整
備
状
況
の
評
価
手
法
に
関
す
る
研
究
」
（
主
任
研
究
者
：
下
光
輝
一
）
の
分
担

研
究
「
住
環
境
を
考
慮
し
た
歩
行
支
援
環
境
（

W
al

ka
bi

lit
y）
に
関
す
る
研
究
」
（
分
担
研

究
者
：
村
山
祐
司
）
で
は
歩
行
環
境
に
関
す
る
様
々
な
指
標
を

G
IS
を
用
い
て
総
合
的
か
つ

定
量
的
に
分
析
し
，
つ
く
ば
市
中
心
部
に
お
け
る

W
al

ka
bi

lit
yを
考
察
し
ま
し
た
．
こ
の
研

究
成
果
を
国
土
地
理
院
が
提
供
す
る
電
子
国
土
を
用
い
て
公
開
し
て
い
ま
す
．
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t d
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e 
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a 

w
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ld
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ad

er
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 U
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la
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at

e 
Pr

ot
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ol
, w
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ch

 fu
nc

tio
ns

 li
ke

 a
 lo
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liz

ed
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ar
is

 
Ag

re
em

en
t, 

br
in

gs
 to

ge
th

er
 4

2 
lo

ca
l b

us
in
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se

s,
 p

ub
lic

 in
st

itu
tio

ns
, o

rg
an

iz
at

io
ns

, 
an

d 
th

e 
ci

ty
's

 tw
o 

un
iv

er
si

tie
s 

to
 a

dd
re

ss
 c

lim
at

e 
is

su
es

. M
an

y 
of

 th
es

e 
st

ak
eh

ol
de

rs
 

ar
e 

in
vo

lv
ed

 in
 th

e 
cr

ea
tio

n 
of

 th
e 

U
pp

sa
la

 C
lim

at
e 

Ro
ad

m
ap

, a
 c

on
cr

et
e 

gu
id

e 
to

 
fo

ss
il 

fu
el

 d
iv

es
tm

en
t. 

W
he

n 
ur

ba
n 
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an

ne
rs

 e
m

ba
rk

ed
 o

n 
th

e 
ci

ty
 p

la
nn

in
g 

pr
oc

es
s 

fo
r t

he
 S

ou
th

ea
st

, t
he

y 
ad

op
te

d 
a 

ge
od

es
ig

n 
ap

pr
oa

ch
 th

at
 u

til
iz

es
 g

eo
gr

ap
hi

c 
in

fo
rm

at
io

n 
sy

st
em

s 
(G

IS
) w

ith
 a

 fo
cu

s 
on

 d
at

a 
an

d 
m

od
el

s.

20
30

 年
ま
で
に
化
石
燃
料
の
使
用
を
止
め
る
こ
と
、
そ
し
て

 2
05

0 
年
ま
で
に
気
候
変
動
に
対
応
す
る
こ
と
を
誓
い
、
こ
の

 1
0 

年
間
で
ウ
プ
サ
ラ
市
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
ウ

プ
サ
ラ
気
候
プ
ロ
ト
コ
ル
は
、
局
所
的
な
パ
リ
協
定
の
よ
う
に
機
能
し
て
お
り
、

42
 

の
地
元
企
業
、
公
共
機
関
、
団
体
、
そ
し
て
市
内
に
あ
る

 2
 

つ
の
大
学
を
集
結
さ
せ
て
気
候
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
利
害
関
係
者
の
多

く
が
、
化
石
燃
料
を
廃
止
す
る
た
め
の
具
体
的
な
ガ
イ
ド
と
な
る
「
ウ
プ
サ
ラ
気
候
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い
る
。
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
南
東
部
の
街
づ
く
り
に
着

手
し
た
際
、
デ
ー
タ
や
モ
デ
ル
を
中
心
と
し
た
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（

G
IS
）
を
活
用
し
た

ジ
オ
デ
ザ
イ
ン
の
手
法
を
採
用
。
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G
IS

 
で
高
速
鉄
道
公
社
が
数
百
万
ド
ル
を
節
約
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ベ
イ
エ
リ
ア
高
速
鉄
道
の
事
例

U
SA

Th
e 

Sa
n 

Fr
an

ci
sc

o 
Ba

y 
Ar

ea
 R

ap
id

 T
ra

ns
it 

Sy
st

em
 (S

AB
S)

 u
se

d 
G

IS
 a

s 
an

 e
ff

ic
ie

nt
 

to
ol

 to
 re

pl
ac

e 
ag

in
g 

as
se

ts
 a

nd
 fo

rm
ed

 a
 G

IS
 te

am
 a

ft
er

 d
is

co
ve

rin
g 

th
at

 it
 w

ou
ld

 
sa

ve
 $

6.
6 

m
ill

io
n 

ov
er

 fi
ve

 y
ea

rs
.

老
朽
資
産
交
換
作
業
の
効
率
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て

G
IS
を
活
用
し
、
５
年
間
で
６
６
０
万
㌦

の
削
減
効
果
を
出
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め

G
IS
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
ベ
イ
エ
リ
ア
高
速
鉄
道
の
事
例
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ap
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ng
-

ap
pl

ic
at

io
ns

投
票
所
や
橋
・
道
路
閉
鎖
な
ど
新
情
報
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
　

市
民
利
用
の
郡
の
地
図
に

G
IS
を
利
用
す
る
こ
と
で
新
情
報
に
。

U
SA
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G
eo

gr
ap
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or
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G
IS
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de
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s 
m
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w
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k 
pr
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 a

nd
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lic

at
io

ns
 fo

r 
va
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 d
ep
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tm

en
ts
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nc
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ng
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nl
in

e 
m

ap
pi

ng
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r t
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 p
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s 
w
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s 
fie
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 m
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ty
 

pr
od

uc
ts

.

地
理
情
報
局
　
地
理
情
報
オ
フ
ィ
ス
に
は
、

4つ
の
異
な
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

土
地
記
録
ス
タ
ッ
フ
は
、
郡
の
区
画
図
を
作
成
、
描
画
、
お
よ
び
維
持
し
ま
す

住
所
ス
タ
ッ
フ
は
、
郡
の
区
画
に
住
所
を
提
供
し
、
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
可
能
な
中
心
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
ま
す

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
チ
ー
ム
は
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
変
換
し
て
維
持
し
ま

す G
IS
管
理
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
モ
ビ
リ
テ
ィ

製
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
向
け
の
多
く
の
作
業
成
果
物
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開

発
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
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10
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棟
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35
66

0/
実
質
半
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
に
、
約

 1
00

 
万
棟
も
の
建
物
現
況
調
査
を
完
了
さ
せ
る
た
め
に

G
IS
を
活
用
し
た

ヤ
ン
ゴ
ン
市
の
事
例

ミ
ャ
ン
マ
ー

+日
本

-

By
 u

til
iz
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 d
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, t
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Bu
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g 
St
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y"
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 c
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ed
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y 
17

 te
am

s 
of

 3
4 

su
rv

ey
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s,
 tw

o 
ea

ch
. T
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m
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qu
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el
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to
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a 
w
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 e
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, a
nd

 G
IS

 d
at

a 
w
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 c

re
at

ed
 w

hi
le

 th
e 

fie
ld

 s
ur

ve
y 

w
as

 
in

 p
ro

gr
es

s.
 T

he
 u

se
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f a
 c
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ud
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t m
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e 

it 
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m
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 u

pd
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e 
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e 
G

IS
 d

at
a 

by
 d

iv
id

in
g 

ro
le

s 
be
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ee

n 
th

e 
fie

ld
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nd
 th

e 
de

sk
, d

ep
en

di
ng

 o
n 

th
e 
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ve

l o
f 

G
IS

 p
ro

fic
ie

nc
y.

建
物
用
途
の
サ
ブ
タ
イ
プ
の
設
定
や
あ
ら
か
じ
め
入
力
さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
の
編
集
等
、

利
用
し
た
い
機
能
の
要
件
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る

 A
rc

G
IS

 C
ol

le
ct

or
 

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
「
建
物
現
況
調
査
」
を
調
査
員

 3
4 
名
、

 2
 名
ず
つ
の

 1
7 

チ
ー
ム
で
実
施
。
従
来
の
よ
う
な
紙
ベ
ー
ス
の
現
地
調
査
票
を
デ
ー
タ
化
す
る
手
間
が
な

く
な
り
、
現
地
調
査
を
進
行
し
な
が
ら

 G
IS

 
デ
ー
タ
も
作
成
。
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
活
用
し
た
こ
と
で

 G
IS

 
の
習
熟
度
に
よ
っ
て
現
地
と
机
上
で
役
割
分
担
し
て
円
滑
に
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
基
本
的
な
設
定
を
日
本
国
内
で
行
い
、
作
業
箇
所
ご
と
の
色
味
の
変
更
等
は
現
地
で
行

う
と
い
っ
た
連
携
が
で
き
短
期
間
で
調
査
が
完
了
し
た
。
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「
地
理
空
間
情
報

×I
CT

×地
域
社
会
＝
無
限
大
の
地
域
力
」
と
考
え

、
地
域
住
民
、
地
域
企
業
、
地
域
の
大
学
や
教
育
・
研
究
機
関
と

自
治
体
が
相
互
に
連
携
し
た

“地
域
社
会
と
人
が
つ
な
が
る
場
所

”
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「
地
理
空
間
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
及
び
「
北
九
州
市
ク
ラ
ウ
ド
」
を
利
用
し
、

 
「
山
間
部
・
過
疎
地
か
ら
都
市
部
に
お
け
る
豪
雨
・
洪
水
」
に
対
応
し
た

SN
S・
セ
ン
サ
等

の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

 ム
 

に
収
集
し
、
各
種
情
報
伝
達
媒
体
を
利
用
し
、
住
民
の
避
難
を
支
援
す
る
情
報
発
信
・
伝

達
を
行
う
防
災
モ

 デ
ル

 
を
構
築
・
実
証
す
る
。
さ
ら
に
、
系
統
電
源
を
喪
失
し
た
場
合
を
想
定
し
た
電
気
自
動
車

を
「
動
く
蓄
電
池
」

 に
見

 立
て
た
電
力
輸
送
シ
ス
テ
ム
も
構
築
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地
域
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済
分
析
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テ
ム
「

RE
SA

S」
ht

tp
s:

//
re

sa
s.

go
.jp

/#
/1

3/
13

10
1

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（

RE
SA

S：
リ
ー
サ
ス
）
産
業
構
造
や
人

口
動
態
、
人
の
流
れ
な
ど
の
官
民
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
約
し
、
可

視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
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r b

eg
in

ne
rs

. T
he

 s
ys

te
m

 is
 

w
id

el
y 

us
ed

 in
 re

gi
on

al
 p

ol
ic

ie
s,

 s
uc

h 
as

 w
he

n 
lo

ca
l g

ov
er

nm
en

ts
 s

et
 K

PI
s 

fo
r t

he
 

"C
om

pr
eh

en
si

ve
 S

tr
at

eg
y 

fo
r t

he
 C

re
at

io
n 

of
 L

oc
al

 C
om

m
un

iti
es

, T
ow

ns
, a

nd
 

W
or

kp
la

ce
s"

.

内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事

務
局
が
担
当
す
る

G
IS
活
用
シ
ス
テ
ム
。
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
上
で
、
地
域
の
現
状
・

実
態
の
正
確
な
把
握
が
必
要
不
可
欠
。

• こ
の
た
め
、
地
域
経
済
に
関
連
す
る
様
々
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
「
見
え
る
化
」
す
る
シ
ス

テ
ム
（

RE
SA

S）
を
構
築
し
、
地
方
創
生
版
・
三
本
の
矢
の
「
情
報
支
援
」
と
し
て
、

20
15

年
4月
よ
り
提
供
。

• 
地
域
の
デ
ー
タ
分
析
の
「
入
り
口
」
と
し
て
、
初
心
者
で
も
簡
単
に
使
え
る
シ
ス
テ
ム
を

実
現
。
各
自
治
体
が
「
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

KP
Iを
設
定
す

る
際
な
ど
、
地
域
政
策
の
現
場
で
幅
広
く
活
用
。

63
Q

GI
S

ht
tp

s:
//

qg
is

.o
rg

/j
a/

si
te

/i
nd

ex
.h

tm
l

Q
G

IS
は
、

G
N

U
 G

en
er

al
 P

ub
lic

 L
ic

en
se

 
で
提
供
さ
れ
て
い
る
、
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
オ
ー
プ
ン
ソ

ー
ス
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

 (G
IS

) で
す
。

Q
G

IS
 は
、

O
pe

n 
So

ur
ce

 G
eo

sp
at

ia
l F

ou
nd

at
io

n 
(O

SG
eo

) 
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

Lu
nu

x,
 U

ni
x,

 M
ac

 O
SX

, 
W

in
do

w
s,

 A
nd

ro
id

 
で
動
作
し
、
数
多
く
の
ベ
ク
タ
ー
、
ラ
ス
タ
ー
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
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AR

CG
IS
を
活
用

し
た

CO
VI

D-
19
サ
イ
ト

ht
tp

s:
//

hu
b.

ar
cg

is
.c

om
/p

ag
es

/c
ov

id
-1

9 
ht

tp
s:

//
co

ro
na

vi
ru

s-
re

so
ur

ce
s.

es
ri.

co
m

/
AR

CG
IS
を
活
用
し
た

CO
VI

D-
19
サ
イ
ト
を
集
め
た

U
RL

th
e 

w
ho

le
 w

or
ld

U
RL

 fo
r a

 c
ol

le
ct

io
n 

of
 C

O
VI

D-
19

 s
ite

s 
us

in
g 

AR
CG

IS
Th

es
e 

si
te

s 
ar

e 
a 

co
lle

ct
io

n 
of

 a
nn

ou
nc

em
en

ts
, i

nf
or

m
at

io
n,

 d
at

a,
 a

nd
 to

ol
s 

to
 s

ha
re

 
w

ith
 th

e 
co

m
m

un
ity

 d
ur

in
g 

a 
no

ve
l c

or
on

av
iru

s 
pa

nd
em

ic
 o

r r
ec

ov
er

y.

こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
と
復
興
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
共
有
さ
れ
る
発
表
、
情
報
、
デ
ー
タ
、
ツ
ー
ル
が
集
め
て
あ
る
。
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